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★あなたも市報しぶしのタイトルを書いてみませんか？

　書いてみたい方は市役所総務課秘書広報係までお問い合わせください。

今月の「題字」
   　　小学校  ６年   裕世  さん

　　　　　　  ３年   由紀  さん

　今月の題字を書いてくれたのは、小
学校６年生の裕世さん（毛筆）と同３
年生の由紀さん（硬筆）です。２人は
書道を小学校１年生から習っていて、
今回の題字も「思っていたよりも簡単
に書けた」そうです。
　書道のほかに剣道を習い、学校では
社会の歴史が好きという裕世さん、将
来は料理人になりたいそうです。
　ピアノやダンス、クッキング教室に
も通う由紀さんは「歌謡曲が大好き」
と満面の笑みで話してくれました。
　２人とも２学期の運動会に向けて
マーチングや一輪車の練習に余念があ
りません。暑さに負けず、頑張ってく
ださい !

今月の読者プレゼント

NO.92

　今月の読者プレゼントはアトリエ・

ＣＡＦＥ ＴＡＲｉ ＲＡＲｉから「ハ

ニートーストとホットケーキのコラ

ボ」チケットを５人の方にプレゼン

トします。詳しくは 27 ページをご覧

ください！
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特集②

・・・６

男女共同参画社会の実現を目指して
Gender Equality

本庁 企画政策課 男女共同参画推進室　℡：474-1111（250・255）問

男
ひ と

女がともに認め合い、いきいきと輝くまちをつくろう

「私」を取り戻すために…
～パートナーを怖いと思ったことがありますか？～

「私にも悪いところがあったから・・・」

一方的に嫌なことをされたり、言われたり、怖い思いをした時に思う。

相手の機嫌が悪くならないように、いつも気を張っている。

もしかして…それはＤＶ（ドメスティックバイオレンス）かもしれません。

3　市報しぶし■ 2013.8

ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）とは
　配偶者、恋人、同棲相手、元配偶者、以前付き合っていた恋人など、親密な関係にある、または、親密
な関係にあった者からふるわれる暴力のことです。ＤＶは、犯罪となる行為を含む重大な人権侵害です。

ＤＶの種類
● 身体的暴力：平手で打つ・殴る・蹴る・首を絞める・刃物で切りつける・物を投げつける・引きずりまわす・

突き落とすなど身体にダメージを与えるもの。

● 精神的暴力：大声でどなり散らす・殴るそぶりや物を投げつけるふりをして脅かす・人前

で侮辱する・罵詈雑言をあびせる・何を言っても無視する・すべてを否定するなど心理的

にダメージを与えるもの。

● 性的暴力：望まない性行為を強要する・中絶を強要する・避妊に協力しない・見たくない

ポルノ映像や雑誌を見せるなど。

● 子どもを巻き込んだ暴力：子どもに暴力を見せる・子どもを危険な目に遭わせる・子ども

を取り上げる・自分の言いたいことを子どもに言わせる・子どもに暴力をふるうと脅すな

ど。

● 経済的暴力：生活費を入れない・外で働くことを妨害、あるいは強要する・洋服などを買

わせない・家庭の収入について何も教えない・家計を厳しく管理する・デート時にいつも

払わせるなど。

●社会的隔離：親戚や友人との付き合いを制限する・メールや電話を細かくチェックする・行動を監視するなど。

すべての人々が、互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別にかかわりなく、
その個性と能力を発揮することができる男女共同参画社会の実現に向けて
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女性が自分自身を大切にできるように・・・

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
社
会
を
目
指
し
て

　

す
べ
て
の
人
々
が
、
互
い
に

そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
、
責

任
も
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か

か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能

力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
、

緊
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
人
権
を
侵
害
し
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
阻

害
す
る
も
の
と
し
て
、
女
性
に

対
す
る
暴
力
の
存
在
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、
配
偶
者
等

か
ら
の
暴
力
は
、
そ
の
実
態
が

こ
れ
ま
で
家
庭
内
の
問
題
や
個

人
的
な
問
題
と
し
て
潜
在
化
し

て
い
ま
し
た
。

　

男
女
が
お
互
い
の
人
権
を
尊

重
し
て
対
等
な
関
係
を
築
く
た

め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
人
権

尊
重
の
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
す
が
、
男
女
の
社
会
的
地

位
や
経
済
力
の
格
差
、
男
尊
女

卑
の
気
風
が
大
き
く
影
響
し
て

お
り
、
そ
の
た
め
に
起
こ
る
Ｄ

Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ

レ
ン
ス
：
配
偶
者
等
か
ら
の
暴

力
）
を
根
絶
す
る
社
会
づ
く
り

が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
、
被
害
者
の
多
く
は

女
性
で
あ
り
、
犯
罪
と
な
る
行

為
を
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
「
家
庭
内

の
問
題
」
や
「
個
人
的
な
問
題
」

と
し
て
潜
在
化
し
や
す
く
、
周

囲
も
気
づ
か
な
い
う
ち
に
暴
力

が
激
化
し
、
長
期
に
わ
た
っ
て

被
害
が
深
刻
化
す
る
な
ど
の
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

　

背
景
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

● 

子
ど
も
に
は
両
親
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
伝
統
的
親
子
観

や
、
家
庭
と
い
う
私
的
で
閉

鎖
的
な
空
間
で
行
わ
れ
て
い

る
た
め
に
立
ち
入
ら
れ
な
い

と
す
る
社
会
通
念

● 

「
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家

庭
を
守
る
べ
き
」
と
い
う
固

定
的
な
役
割
分
担
意
識
や
経

済
力
の
格
差
に
よ
っ
て
、
女

性
を
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と

み
な
さ
な
い
、
女
性
を
差
別

す
る
意
識

　

暴
力
を
ふ
る
わ
れ
て
も
、
被

害
者
が
加
害
者
の
も
と
に
と
ど

ま
る
理
由
に
は
、
様
々
な
原
因

が
あ
り
ま
す
。　

● 

「
逃
げ
た
ら
、
自
分
や
家
族

や
友
人
に
、
ひ
ど
い
こ
と
を

す
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い

う
恐
怖
感

● 

「
私
さ
え
我
慢
す
れ
ば
」、「
夫

は
、
本
当
は
優
し
い
人
」
と

い
う
思
い
込
み

● 

「
わ
か
っ
て
く
れ
る
人
が
誰

も
い
な
い
」
と
い
う
絶
望
感

● 

と
て
も
乱
暴
で
あ
っ
た
り
、

反
省
の
態
度
を
見
せ
た
り
、

別
人
の
よ
う
に
優
し
く
な
っ

た
り
と
い
う
暴
力
の
サ
イ
ク

ル
の
影
響

● 

「
子
ど
も
に
は
父
親
が
必
要

だ
」
と
い
う
社
会
通
念

● 

「
家
を
出
た
い
け
ど
収
入
も

家
も
な
い
」
と
い
う
経
済
的

問
題

● 
子
ど
も
を
連
れ
て
逃
げ
た
場

合
の
就
学
問
題

　

一
番
安
心
で
き
る
家
庭
で
、

大
好
き
な
父
親
、
母
親
が
怒

鳴
っ
た
り
、
泣
き
叫
ん
だ
り
す

る
光
景
を
目
に
す
る
子
ど
も
の

心
の
傷
は
た
い
へ
ん
大
き
い
も

の
で
す
。

　

実
際
に
暴
力
を
ふ
る
わ
れ
る

他
に
、
両
親
な
ど
の
間
に
起
こ

る
暴
力
を
目
撃
し
た
り
、
怒
鳴

り
声
を
聞
く
こ
と
で
著
し
い
心

理
的
外
傷
を
負
う
場
合
も
「
児

童
虐
待
」
に
あ
た
り
ま
す
。

● 

加
害
者
の
暴
力
が
、
子
ど
も

に
ま
で
及
ぶ
危
険
性

● 

暴
力
を
受
け
た
被
害
者
が
、

子
ど
も
に
暴
力
を
ふ
る
っ
て

し
ま
う
危
険
性

● 

情
緒
不
安
や
不
登
校
な
ど
に

な
っ
て
し
ま
う
危
険
性

● 

暴
力
を
目
撃
し
な
が
ら
育
っ

た
子
ど
も
が
、
感
情
表
現
や

問
題
解
決
手
段
と
し
て
暴
力

を
用
い
て
し
ま
う
危
険
性

　

若
い
世
代
の
恋
人
同
士
の
間

で
起
こ
る
暴
力
の
こ
と
で
す
。

　

身
体
的
暴
力
、
精
神
的
暴
力
、

性
的
暴
力
、
経
済
的
暴
力
、
社

会
的
隔
離
が
あ
り
ま
す
。

　

婚
姻
関
係
に
な
い
若
年
層
に

お
け
る
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
は
、

将
来
的
に
「
Ｄ
Ｖ
」
に
つ
な
が

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、「
デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ
」
を

防
止
し
て
い

く
こ
と
が
た

い
へ
ん
重
要

に
な
っ
て
い

ま
す
。

◆ 

相
手
と
対
等
な
関
係
で
つ

き
あ
っ
て
い
ま
す
か
？

● 

交
際
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ

て
、
お
互
い
所
有
物
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

● 

大
切
な
人
を
暴
力
で
思
い
ど

お
り
に
し
て
い
い
は
ず
が
な

い
の
で
す
。

● 

相
手
に
や
め
て
ほ
し
い
こ
と

を
嫌
だ
と
、
き
ち
ん
と
伝
え

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

● 

自
分
を
尊
重
し
、
同
じ
よ
う

に
相
手
も
尊
重
す
る
こ
と
が

対
等
な
関
係
を
つ
く
り
ま
す
。

「
Ｄ
Ｖ
被
害
者
」
を
発
見
し

た
ら
、
次
の
よ
う
に
対
応
し

て
く
だ
さ
い
。

● 

生
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
緊

急
性
が
あ
れ
ば
警
察
署
に
通

報
す
る
。

● 

相
談
窓
口
に
相
談
す
る
よ
う

に
す
す
め
る
。

● 

相
談
さ
れ
た
ら
、
先
入
観
を

持
た
ず
に
、
ま
た
非
難
せ
ず

に
じ
っ
く
り
と
耳
を
傾
け
る
。

● 

「
た
だ
の
夫
婦
喧
嘩
で
し
ょ
」、

「
あ
な
た
が
悪
か
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
の
」
な
ど
と
言
わ

な
い
。

※ 

被
害
者
が
誰
か
に
相
談
し
た

こ
と
が
加
害
者
に
わ
か
れ
ば
、

さ
ら
に
暴
力
を
受
け
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。
相
談
を
受
け

た
事
実
や
内
容
の
秘
密
は
厳
守

し
て
く
だ
さ
い
。　

《
相
談
窓
口
》

●
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

全
国
共
通
電
話
番
号

　

℡
：
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

● 

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー　

　

℡
：
０
９
９
‐
２
２
１
‐
６
６
３
１

　

�（
水
～
日
：
午
前
９
時
～
午

後
５
時
／
火
：
午
前
９
時
～

午
後
８
時

● 

鹿
児
島
県
女
性
相
談
セ
ン

タ
ー
（
配
偶
者
暴
力
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
）　　

　

℡
：
０
９
９
‐
２
２
２
‐
１
４
６
７

　

�（
月
～
水
：
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
／
木
：
午
前
８

時
30
分
～
午
後
８
時
／
日
：

午
前
９
時
～
午
後
３
時
）

● 

志
布
志
警
察
署 

生
活
安
全
課

　

℡
：
４
７
２
‐
０
１
１
０

　

�（
月
～
金
：
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
）

● 

志
布
志
市
女
性
支
援
相
談
専

用
ダ
イ
ヤ
ル　

　

℡
：
０
１
２
０
‐
７
８
６
‐
０
５
４

　
（
月
～
金
：
午
前
８
時
30
分

　

～
午
後
５
時
）

　
「
Ｄ
Ｖ
」
や
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」

で
悩
ん
で
い
た
ら
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
あ
な
た
は
一
人
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
19
年
度
、
企
画
政
策
課

内
に
「
女
性
支
援
対
策
室
」
が

設
置
さ
れ
て
か
ら
、
悩
み
や
問

題
を
抱
え
る
女
性
か
ら
「
女
性

相
談
室
」、「
相
談
専
用
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
」
で
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
特
に
Ｄ
Ｖ
相
談
は
、

グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
平
成
24
年

度
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
内
容

が
深
刻
化
、
長
期
化
し
て
い
ま

す
。
Ｄ
Ｖ
に
苦
し
ん
で
い
る
被

害
者
の
皆
さ
ん
を
迅
速
に
支
援

で
き
る
よ
う
に
、
庁
内
関
係
課

（
福
祉
課
、
保
健
課
、
福
祉
事

務
所
等
）
や
警
察
署
と
連
携
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

女
性
は
、
周
り
の
人
の
気
持

ち
を
汲
み
取
り
、
世
話
す
る
こ

と
を
求
め
ら
れ
が
ち
で
す
。
そ

の
期
待
に
添
う
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
に
は
「
自
己
主
張
が
強

い
」、「
女
の
く
せ
に
わ
が
ま
ま

だ
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
自
分
自

身
を
責
め
た
り
、
罪
悪
感
を

持
っ
た
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
他
者
の
気
持
ち
や
感

情
の
み
を
考
え
て
い
る
と
、
次

第
に
自
分
の
考
え
が
わ
か
ら
な

く
な
り
、
怒
り
や
悲
し
み
な
ど

の
感
情
を
感
じ
る
こ
と
さ
え
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

悩
ん
で
い
る
の
は
あ
な
た
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
女
性
支
援

相
談
室
で
は
、
女
性
が
一
人
の

人
間
と
し
て
自
分
を
大
切
に
す

る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

現
代
の
大
き
な
社
会
問
題
の

一
つ
に
な
っ
て
い
る
Ｄ
Ｖ
に
つ

い
て
、
平
成
23
年
度
に
実
施
し

た
「
男
女
共
同
参
画
・
Ｄ
Ｖ
に

関
す
る
住
民
意
識
調
査
」
で
は
、

そ
の
被
害
は
圧
倒
的
に
女
性
に

多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｖ
が
起
こ
る
背
景
に
は
、

男
女
間
の
経
済
力
の
差
、「
男

は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
っ

た
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意

識
や
女
性
を
対
等
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
み
な
さ
な
い
女
性
差
別

の
考
え
方
な
ど
が
根
底
に
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
を
な
く
す
た
め
に
は
、

社
会
的
な
人
権
問
題
と
し
て
捉

え
、
そ
れ
ら
の
意
識
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

本
市
は
、
Ｄ
Ｖ
の
防
止
及
び

被
害
者
の
適
切
な
保
護
・
自
立

支
援
に
関
す
る
取
組
を
、
総
合

的
・
体
系
的
に
推
進
す
る
た
め

の
計
画
と
し
て
「
志
布
志
市
Ｄ

Ｖ
対
策
基
本
プ
ラ
ン
」（
計
画

期
間
：
平
成
25
年
度
～
平
成
29

年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現

す
る
上
で
大
き
な
妨
げ
と
な
る

Ｄ
Ｖ
の
根
絶
に
向
け
て
、
国
・

県
・
関
係
機
関
・
関
係
団
体
等

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

本庁 企画政策課 男女共同参画推進室　℡：474-1111（250・255）問

Ｄ
Ｖ
の
特
徴

 
Ｄ
Ｖ
は
ど
う
し
て
起
こ
る

の
で
し
ょ
う
か
？

 

被
害
者
は
な
ぜ
逃
げ
な
い

の
で
し
ょ
う
か
？

 「
Ｄ
Ｖ
」
は
子
ど
も
に
も
深

刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
と
は
？

 

志
布
志
市
の

Ｄ
Ｖ
相
談
の
実
態

男女共同参画推進室へのＤＶ相談件数の推移【H19 ～ H24】

2

6

8

15

7

5
4

8

5
6

11

2

H19 H20 H21 H22 H23 H24

面談

H19 H20 H21 H22 H23 H24

電話

 

女
性
が
自
分
自
身
を

大
切
に
で
き
る
よ
う
に
…

 「
Ｄ
Ｖ
」
の
な
い
社
会
を

目
指
し
ま
し
ょ
う

◆女性支援相談室（13：00 ～ 17：00）
８月 21 日（水）　有明改善センター

９月４日（水）　志布志支所 5階会議室

９月 18 日（水）　新橋地区公民館

◆専用フリーダイヤル：

　0120-7
な や む

86-0
おごじょ

54（月～金 8：30 ～ 17：00）

　

本
市
で
は
女
性
支
援
相
談

の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
来
所
相
談
が

困
難
な
方
は
、
電
話
で
の
相

談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
心

の
中
に
あ
る
悩
み
を
気
兼
ね

す
る
こ
と
な
く
、
ど
こ
か
ら

で
も
相
談
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
、
離

婚
問
題
、
夫
婦
問
題
、
子
ど

も
の
問
題
な
ど
で
お
悩
み
の

方
、
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
り
ま
す
。



2013

志布志みなとまつり
　7 月 27 日と 28 日、志布志みなとまつりが盛大に開催され、前夜祭と本祭合わせて例
年を上回る約 10 万人以上が来場し、大いに賑わいました。
　当日は日中から様々なイベントが開催され、例年大人気のさんふらわあクルージングで
は多くの親子連れなどが船上イベントを楽しみました。また、今年は本祭の会場が新若浜
港のしおかぜ公園周辺に移動したことによる混乱も予想されましたが、大きな問題もなく、
無事に開催することができました。歩行者天国となったしおかぜ公園周辺の、直線 700 メー
トルの道路は見物客で埋まり、訪れた人は次々と打ちあがる 1 万発を超える花火を堪能
しました。前日には八坂神社でおぎおんさあ祭りも開催され、園児らのパレードや舞台演
芸など大いに盛り上がりました。
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家
族
経
営
協
定
を
結
び
ま
し
た

　

７
月
１
日
、
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ル
で
家
族
経
営
協
定
の
調
印
式
が

行
わ
れ
、
農
業
を
経
営
す
る
５
つ
の
家
族

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

家
族
経
営
協
定
と
は
家
族
で
の
農
業
経

営
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
に
締
結

す
る
も
の
で
、
協
定
を
締
結
す
る
と
認
定

農
業
者
制
度
や
農
業
者
年
金
の
保
険
料
の

国
庫
補
助
な
ど
の
支
援
策
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

式
で
は
市
農
業
委
員
会
の
野
中
順
一
会

長
が
「
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に

厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
若

い
力
を
活
か
し
、
家
族
で
の
経
営
を
盛
り

上
げ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
の
言

葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　
家族の話し合いと男女の共同参画を経営に生かします

プールが綺麗になり、練習も更に頑張ります！

い
つ
も
使
う
プ
ー
ル
を
き
れ
い
に

　

７
月
20
日
、
志
布
志
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
（
牧�

耕
志
代
表
）
が
、
夏
場
の
練

習
で
使
用
す
る
志
布
志
小
学
校
の
プ
ー
ル

清
掃
と
、
周
辺
の
草
む
し
り
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
例
年
、
同
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

夏
季
キ
ャ
ン
プ
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て

い
る
活
動
で
、
今
年
は
保
護
者
を
含
め
た

総
勢
30
人
が
参
加
し
、
照
り
つ
け
る
日
差

し
の
も
と
、
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
志
布
志
小
6
年
の
豊
饒
聖
奈

さ
ん
は
「
い
つ
も
自
分
が
使
っ
て
い
る
プ

ー
ル
な
の
で
、
そ
の
掃
除
が
で
き
て
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
ま
た
掃
除
の
機
会
が
あ
れ

ば
も
っ
と
き
れ
い
に
な
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
」
と
プ
ー
ル
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
ま
ち
の
駅
【
音
の
駅
】」
に
認
定

　

７
月
20
日
、
ま
ち
の
駅
連
絡
協
議
会
に

よ
る
島
津
楽
器
の
「
ま
ち
の
駅
」
認
定
式

が
行
わ
れ
、
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
は
、
商
店
街
の
地

域
活
性
を
目
的
に
、
古
く
て
使
わ
れ
な
く

な
っ
た
ピ
ア
ノ
を
蘇
ら
せ
、
誰
で
も
自
由

に
弾
け
る
よ
う
設
置
さ
れ
る
も
の
で
、「
ま

ち
の
駅
」
に
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
が
設
置

さ
れ
る
の
は
、
全
国
で
初
の
試
み
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

贈
呈
式
の
後
は
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
や
旧
有
明
町
の
イ
メ
ー
ジ
ソ

ン
グ
「
有
明
の
風
に
乗
せ
て
」
の
作
曲
者
、

柴
藤
ひ
ろ
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
な
ど
が

来
場
者
の
耳
を
和
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

「まちの駅」は人と人の出会いと交流を促進します！

まちの

話 題 しぶし TOPICS

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
清
掃
し
ま
し
た

　

５
月
26
日
、
松
山
町
新
橋
に
あ
る
仮
屋

自
治
会
（
中
島
利
美
会
長
）
で
、
自
治
会

内
に
あ
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
が
行
わ

れ
、
約
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
か
ら
同
自
治
会
の
自
主
防
災

組
織
（
自
治
会
が
母
体
と
な
り
、
地
域
住

民
が
自
主
的
に
連
帯
し
て
、
防
災
活
動
を

行
う
任
意
団
体
）
と
し
て
活
動
を
始
め
ら

れ
、
自
然
災
害
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
安

心
・
安
全
を
守
る
た
め
に
積
極
的
に
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
約
20
本
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
、

自
治
会
内
で
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に

と
願
い
を
込
め
て
清
掃
し
ま
し
た
。　
　

　

秋
に
は
消
火
器
の
取
り
扱
い
訓
練
な
ど

を
計
画
し
、
さ
ら
に
地
域
の
安
心
・
安
全

に
努
め
て
い
く
予
定
で
す
。

これからも地域の安心・安全を守る活動をしていきます

や
っ
ち
く
松
山
藩
の
七
代
目
藩
主

　

今
年
で
25
年
目
を
迎
え
る
「
大
隅
の
國

や
っ
ち
く
松
山
藩
」の
第
７
代
目
藩
主（
代

表
）
に
、
松
山
町
在
住
の
川
上
渉
さ
ん
が

就
任
し
ま
し
た
。

　

川
上
さ
ん
の
藩
主
と
し
て
の
名
前
は

「
川
上
大お

お
た
く
み
の
か
み

匠
守
渉
」
で
「
大お

お
た
く
み
の
か
み

匠
守
」
は
技

量
の
す
ぐ
れ
た
大
工
の
呼
び
名
で
、「
物

づ
く
り
が
人
づ
く
り
に
繋
が
る
」
が
モ
ッ

ト
ー
の
、
新
藩
主
の
意
気
込
み
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。「
地
域
の
若
者
を
一
人
で

も
多
く
仲
間
に
し
、
25
年
の
歴
史
を
次
の

世
代
に
繋
げ
た
い
。
志
布
志
市
で
の
や
っ

ち
く
の
役
割
な
ど
を
考
え
な
が
ら
、
皆
が

『
参
加
し
た
い
！
』
と
思
う
よ
う
な
活
動

に
し
て
い
き
た
い
」
と
新
藩
主
と
し
て
の

想
い
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
生
が
農
家
民
宿
へ

　

７
月
18
日
か
ら
「
志
布
志
モ
デ
ル
」
を

学
ぶ
た
め
に
本
市
を
訪
れ
て
い
た
、
フ
ィ

ジ
ー
を
中
心
と
し
た
太
洋
州
の
研
修
生
14

名
が
、
研
修
の
最
後
に
本
市
の
農
家
民
宿

６
軒
に
分
か
れ
、
２
泊
３
日
で
日
本
人
の

普
段
の
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

研
修
生
は
心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し

を
受
け
、
受
け
入
れ
た
家
族
と
す
っ
か
り

打
ち
解
け
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
研
修
生
は
各
家
庭
で
、
今
回
の

研
修
の
目
的
で
も
あ
る
、
家
庭
で
出
た
ご

み
を
実
際
に
ど
の
よ
う
に
分
別
し
て
い
る

の
か
を
学
び
、
実
践
し
て
い
ま
し
た
。
受

入
家
族
と
の
お
別
れ
式
で
は
、
短
い
時
間

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
別
れ
を
惜
し
ん
で

涙
を
流
す
方
も
い
ま
し
た
。ま
た
い
つ
か
、

志
布
志
市
へ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
！

日本のおもてなしに感動したようです

まつりを拠点にした地域おこしに、全力で取り組みます！

香りと喉越しの良い夏の新そばに舌鼓

志
布
志
の
夏
越
し
そ
ば
ま
つ
り

　

６
月
30
日
、「
夏な

ご越
し
の
大
祓
い
」�

と

い
う
神
事
に
あ
わ
せ
、「
志
布
志
の
夏
越

し
そ
ば
ま
つ
り
」
が
安
楽
山
宮
神
社
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
年
越
し
そ
ば
な
ら

ぬ
「
夏
越
し
そ
ば
」
を
食
べ
て
、
暑
い
夏

を
乗
り
切
る
た
め
の
「
夏
の
風
物
詩
・
縁

起
物
」
に
し
よ
う
と
、
志
布
志
市
観
光
特

産
品
協
会
が
主
催
し
、
神
事
に
は
、「
志

布
志
の
夏
そ
ば
」�

の
生
産
か
ら
提
供
販
売

ま
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
が
参
列
し

て
、
夏
そ
ば
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　

神
事
の
後
は
そ
ば
の
振
る
舞
い
が
行
わ

れ
、
新
そ
ば
の
味
と
香
り
を
楽
し
み
ま
し

た
。
地
元
の
伝
統
・
文
化
と
融
合
し
た
新

し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
今
後
の
展
開
が

楽
し
み
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
ふ
れ
あ

  

い
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

７
月
３
日
、
曽
於
保
護
区
保
護
司
会
の

主
催
で
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
ふ

れ
あ
い
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
催
さ
れ
、
市
内
の
ほ
か
曽
於
市
、
大

崎
町
か
ら
１
１
５
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
運
動
で
、
今
年
で

63
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

当
日
の
参
加
料
（
１
人
３
０
０
円
）
は

全
て
更
生
保
護
の
た
め
に
寄
附
さ
れ
、
立

ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
力
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
す
。

参加者は更生保護に対する理解と、親睦を深めました

まちの

話 題しぶし TOPICS
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全
国
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
で
グ
ラ
ン
プ
リ

　

７
月
22
日
、
福
島
県
で
開
催
さ
れ
た
第

62
回
全
国
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
グ
ラ
ン

プ
リ
で
あ
る
「
毎
日
農
業
大
賞
」
に
選
ば

れ
た
、株
式
会
社
さ
か
う
え
（
志
布
志
町
）

の
坂
上
隆
代
表
取
締
役
社
長
が
市
役
所
を

訪
れ
、
受
賞
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
農
業
の
発
展
と
農
村

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
年
は
全
国
か
ら
選
ば
れ
た

20
代
表
が
そ
の
農
業
技
術
、
経
営
管
理
の

実
績
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
同
社
は
、
環

境
保
全
に
配
慮
し
た
地
域
循
環
型
農
業

や
、
農
業
経
営
の
Ｉ
Ｔ
化
に
努
め
る
な
ど

の
先
進
的
な
取
り
組
み
が
、
日
本
の
「
新

し
い
農
業
」
の
例
と
し
て
、
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。　

これからの更なる農業の発展に期待しています！

志
あ
ふ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　

７
月
２
日
、
や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
県
教
職
員
共
助
会
の
主
催
に
よ
る

「
や
っ
ち
く
松
山�

志
あ
ふ
れ
る
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
小
・
中
・
高
等

学
校
の
児
童
生
徒
な
ど
に
生
の
音
楽
の
素

晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
、
毎

年
県
内
３
～
４
カ
所
で
開
催
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
日
は
松
山
地
区
の
４
つ
の
小
・

中
学
校
の
児
童
生
徒
が
鹿
児
島
交
響
楽
団

の
生
の
演
奏
を
存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
松
山
中
学
校
の
有
薗
茉
梨
奈

さ
ん
が
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
は
い
ろ
い
ろ

な
楽
器
の
音
が
聴
こ
え
て
き
て
、
音
楽
は

た
く
さ
ん
の
音
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
ん
だ

な
と
思
い
ま
し
た
」
と
、
出
演
し
た
皆
さ

ん
に
お
礼
と
共
に
感
想
を
伝
え
ま
し
た
。 「指揮者」にも挑戦しました！

幻想的な灯りの中、音楽や朗読に耳を傾けました

七
夕
の
星
空
の
下
で

　

７
月
７
日
の
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
デ
ー
に
、

鉄
道
記
念
公
園
で
キ
ャ
ン
ド
ル
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
国
が
行
う
ラ
イ

ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
趣
旨
普
及
を

図
り
、
ま
た
、
節
電
の
協
力
を
依
頼
す
る

と
と
も
に
、
新
し
い
積
極
的
な
生
活
ス
タ

イ
ル
を
呼
び
掛
け
「
も
の
を
大
切
に
、
人

を
大
切
に
」
す
る
社
会
を
目
指
す
た
め
に

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
「
音
楽
と
朗
読
を
ロ
ウ
ソ
ク
の

光
と
星
空
の
も
と
で
楽
し
む
コ
ン
サ
ー

ト
」
と
題
し
、
志
布
志
高
校
３
年
生
の
歌

声
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。
バ
ン
ド
の
生
演

奏
や
沖
縄
楽
器
の
演
奏
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
朗
読
な
ど
、
訪
れ
た
約
３
０
０
人

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

７
月
23
日
、
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
エ
ー
コ
ー
プ
有
明
店

前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　

　

県
交
通
安
全
協
会
志
布
志
地
区
協
会
の

の
岩
田
瑞
穂
会
長
を
は
じ
め
、
出
席
さ
れ

た
約
30
名
の
会
員
と
有
明
小
学
校
６
年
生

が
チ
ラ
シ
等
を
配
り
、
同
運
動
の
最
重
点

で
あ
る
「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
を

訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
小
学
生
は
交
通
安
全
を
啓
発
す
る

桃
太
郎
旗
を
手
作
り
で
作
成
し
て
参
加

し
、
安
全
運
転
を
心
が
け
る
よ
う
、
元
気

よ
く
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
啓
発
し
ま
し
た
。

　

炎
天
下
の
も
と
、�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参

加
し
た
人
は
、
交
通
事
故
の
な
い
社
会
を

願
っ
て
活
動
し
ま
し
た
。

安全運転を心掛けましょう

まちの

話 題 しぶし TOPICS

まちの

話 題しぶし TOPICS

曽
於
支
部
消
防
球
技
大
会
で
優
勝

　

７
月
28
日
、
曽
於
市
末
吉
総
合
体
育
館

で
開
催
さ
れ
た
曽
於
支
部
消
防
球
技
大
会

に
市
内
の
消
防
団
か
ら
３
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
潤
ヶ
野
八
野
分
団
潤
ヶ
野
分
隊
が
優

勝
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
第
３
位
に
田
之
浦

四
浦
分
団
田
之
浦
分
隊
、
潤
ヶ
野
八
野
分

団
八
野
分
隊
が
入
賞
す
る
な
ど
、
市
内
の

消
防
団
が
上
位
を
占
め
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
ど
の
分
団
も
仕
事
の
合
間
を

み
な
が
ら
、
消
防
活
動
の
傍
ら
練
習
を
重

ね
て
お
り
、
試
合
で
は
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る

動
き
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
優
勝
し
た
潤
ヶ
野
分
隊
は
、
８
月

８
日
に
日
置
市
伊
集
院
町
で
開
催
さ
れ
る

鹿
児
島
県
大
会
に
曽
於
地
区
の
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
す
。

　
県大会も優勝目指して頑張ってください！

農
業
の
担
い
手
と
し
て
ス
タ
ー
ト

　

７
月
16
日
、
志
布
志
市
農
業
公
社
が
農

業
後
継
者
及
び
新
規
就
農
者
な
ど
を
育
成

す
る
事
業
の
研
修
を
終
え
た
第
16
期
生
の

終
了
式
と
新
た
に
研
修
に
入
る
第
18
期
生

の
受
入
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
式
で
は
研
修
を
修
了
し
た
２
組
が
２

年
間
の
研
修
を
振
り
返
り
、
新
規
就
農
に

向
け
て
の
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
は
唯
一
の
新
規
研
修
生
と
な

っ
た
千
葉
県
出
身
の
宮
崎
さ
ん
夫
妻
は

「
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
だ
が
、
頑
張

っ
て
い
き
た
い
」
と
就
農
に
対
す
る
意
欲

を
話
し
ま
し
た
。

第
16
期
生
：
三
木  

博
文
・
多
美  

夫
妻

　
　
　
　
　

坂
口  

高
・（
朋
子
）
夫
妻

第
18
期
生
：
宮
崎  

圭
輔
・
絵
美  

夫
妻

農業の発展のために頑張ってください！

「かごしま宝探し大冒険の旅 2」

キャンペーンを実施中！

　観光かごしま大キャンペーン推進協議会では、「かごし
ま宝探し大冒険の旅 2 ～  “ おおすみ ”  に隠された『4 つ
の謎』を解き明かせ！～」を実施しています。
　このイベントは、大隅地域で「ナゾトキ」をしながら、
お宝を探すゲーム感覚の楽しいイベントです。「宝の地図」
を入手し、イベントに参加してください。
　ゲームをクリアした方の中から、抽選で豪華賞品（賞
金や大隅地域の特産品など総額 100 万円）が当たります。
皆さまの参加をお待ちしています！

◆実施期間：実施中～ 9 月 30 日（月）
◆ 「宝の地図」の配布場所：鹿児島中央駅、県内の観光

案内所、大隅地域の道の駅・物産館など
※ホームページ（鹿児島県観光サイト）からも入手でき
　ます。
◆参加費：無料（どなたでも参加できます）

■問い合わせ先
　観光かごしま大キャンペーン推進協議会（県庁観光課）
　℡：099(286)3008　FAX：099(286)5580

11　市報しぶし■ 2013.8
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  図書館へ行こう！
～ 一 冊 の 本 と の 出 会 い が  あ な た の 人 生 を 変 え る ！ ～

■問い合わせ先：志布志市立図書館 
　Tel ：472-3322　URL：http://www.shibushicity-lib.jp

■「月神」    　　　　　       葉室　麟　著
　幕末の福岡藩で、尊攘派として志士

を導いた男、月形洗蔵。維新後の北海

道で、集治監（監獄）

を創った従兄弟の月
形潔。時代の陰で日

本の曙光のために命

を燃やし、失意と無

念の中を戦い続けた

志士たちを描く。時

代長編小説。

新 刊 案 内 ■「総理の夫」　　 原田  マハ   著
　日本初の女性総理・相馬凛子

が誕生し、鳥類研究家の夫・日

和は妻を支えようと決意する。

だが国民目線の政策には、政財

界のおじさん

連中からやっ

かみの嵐。果

たして凛子の

理想は実現す

るのか。

　「 ジ ェ イ・

ノベル」連載

を書籍化。

今月のテーマ図書
「 平和 」

　８月 15 日は終戦記
念日です。おじいちゃ
ん、おばあちゃんに戦
争の体験談などを聞き
ながら、もう一度家族
や友だちと一緒に、平
和の大切さについて考
えてみましょう。

図 書 館 イ ベ ン ト カ レ ン ダ ー （ 8 月 ・ 9 月 ）　 お は な し 会 へ 出 か け よ う ！

８ 月 場 所 イベント名

６日（火） 志布志分館  おはなし会　10 時 30 分 ～

８日（木） 松山分館  おはなし会　10 時 ～

10 日（土）
本館  かみふうせん (おはなし会） 14 時 ～

安楽分館  おはなし会　10 時 30 分 ～

17 日（土） 本館  かみふうせん (おはなし会） 14 時 ～

24 日（土） 本館  読書指導員おはなし会  14 時 ～

24 日（土） 香月分館  おはなし会　10 時 30 分 ～

29 日（木） 志布志分館  おはなし会　10 時 30 分 ～

31 日（土） 本館  かみふうせん (おはなし会） 14 時 ～

９ 月 場 所 イベント名

７日 （土） 本館  かみふうせん (おはなし会） 14 時～

◆８月 ・ ９月の休館日

　【８月】12 日、19 日、21 日、26 日

　【９月】２日、９日、17 日、18 日、24 日、25 日、30 日

児 童
■「はれたまたまこぶた」

矢玉　四郎　作 ・絵

■「デパートのうえのたかちゃん」
あらい静枝　文 ・絵

■「妖怪道中膝栗毛・４船で空飛ぶ妖怪クルーズ」
三田村 信行：作／十々夜：絵

一 般
■「絵本化鳥」
泉 鏡花 ぶん　中川 学 え　 東 雅夫 監修

■「できる大人のモノの言い方大全 LEVEL ２」
話題の達人倶楽部　著

■「こんなわたしで、ごめんなさい」
　平　安寿子　著

◆募集期間：
　平成 25 年 9 月２日（月）～ 11 月 22 日（金）
◆対象：市内の園児、児童、生徒、一般
●読書感想文
　・用紙：400 字詰原稿用紙
　・字数：学校 ( 園 )・学年で指定（要項参照）
　・未発表で自筆とし、教科書等による作品は除く。

●読書感想画
　・用紙：八つ切り画用紙（25 × 36 ｃｍ）
　・�感想画の下に 100 字程度の説明文を付けてくだ

さい。作品は未発表で教科書等による作品は除く。
※�詳細は、各保育園、幼稚園、

学校を通じ、各家庭に配布済
みの募集要項をご覧頂くか、
図書館のホームページをご覧
ください。

■応募・問い合わせ先：市立図書館　℡：472-3322

あなたの出会った一冊の本の感想文 ・ 感想画を募集します！

平成 25 年度第８回志布志市

読書感想文 ・ 感想画コンクール作品募集！

◆日時：８月 22 日（木）10 時 30 分～（60 分）
◆対象者：小中高生、一般から 20 人（低学年は保護者との参加も可）
※ 8 月 20 日 ( 火 ) までにお申し込みください。

読書感想文の書き方のコツを学ぼう！
どくしょ感想文書きたい講座　隊員を募集します！

今月のテーマ図書
「 自由研究・調べ学習 」

　夏休みは図書館も
子どもたちのワン
ダーランド。海や野
山をかけ回ったあと、
夏休みの自由研究・
調べ学習に役立つ、
お助け本を集めまし
た。
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家
電
類
は
い
ま
ま
で
一
般
ご
み
と
し
て

埋
立
処
分
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
４

月
か
ら
資
源
ご
み
と
し
て
分
別
収
集
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

処
分
す
る
家
電
類
で
「
コ
ン
セ
ン
ト
又

は
電
池
電
源
の
電
子
電
気
機
器
で
、
資
源

回
収
用
コ
ン
テ
ナ
に
入
る
サ
イ
ズ
の
も

の
」
は
資
源
ご
み
「
小
型
家
電
」
と
し
て

分
別
収
集
し
ま
す
。

　

コ
ン
テ
ナ
か
ら
は
み
出
す
も
の
・
コ
ン

テ
ナ
に
収
ま
ら
な
い
も
の
は
、
粗
大
ご
み

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
家
電
類
を
一

般
ご
み
で
出
す
と
違
反
ご
み
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆ 

小
型
家
電
の
種
類
：

　

資
源
回
収
用
の
コ
ン
テ
ナ
に
入
る
サ
イ

ズ
で
、
コ
ン
セ
ン
ト
又
は
電
池
で
動
く
家

電
は
す
べ
て
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆ 

コ
ン
テ
ナ
に
入
ら
な
い
家
電
の
出
し

方
：

　

コ
ン
テ
ナ
に
入
ら
な
い
サ
イ
ズ
の
家
電

は
、
粗
大
ご
み
と
し
て
出
し
ま
す
。
粗
大

ご
み
は
、
①
戸
別
収
集
、
②
直
接
搬
入
、

③
グ
ル
ー
プ
収
集
で
出
し
ま
す
。

◆
小
型
家
電
の
例
：

　

下
記
の
も
の
は
す
べ
て
小
型
家
電
と
し

て
出
せ
ま
す
。
資
源
回
収
用
コ
ン
テ
ナ
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

Ecology
Communication

エコ通信

本庁 市民環境課 環境政策室 ℡：474-1111（131 ～ 136）
松山支所 市民課 ℡：487-2111（224）志布志支所 市民税務課 ℡：472-1111（224・225）問

小
型
家
電
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

小型家電 資源ごみとして、分別収集が始まりました！

デジタルカメラ ビデオカメラ ファックス ドライヤー 壁掛け時計

テレビゲーム機 電子辞書 携帯電話 小型ゲーム機 コード・ケーブル類

延長コード 充電器 懐中電灯 マウス 目覚まし時計

ＵＳＢメモリ 電卓 電動歯ブラシ 電話機 オーブントースター

市役所庁舎で育成中です！
　

本
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
活
動

の
一
環
と
し
て
、
市
役
所
庁
舎
の
壁
面
に

つ
る
性
の
植
物
を
は
わ
せ
る
「
志
布
志
市

役
所
『
緑
の
カ
ー
テ
ン
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。　

緑

の
カ
ー
テ
ン
は
、
建
物
の
壁
面
に
つ
る
性

の
植
物
を
は
わ
せ
る
こ
と
で
、
直
射
日
光

を
さ
え
ぎ
り
、
太
陽
光
を
遮
断
・
断
熱
し

ま
す
。

　

ま
た
、
植
物
の
蒸
散
に
よ
る
気
化
熱
に

よ
り
、
室
内
の
温
度
上
昇
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
夏
場

の
空
調
使
用
を
控
え
る
こ
と
か
ら
、
二
酸

化
炭
素
排
出
抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
年
も
、
有
明
本
庁
舎
と
松
山
支
所
に

ゴ
ー
ヤ
と
ヘ
チ
マ
、
ア
サ
ガ
オ
の
緑
の

カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

本
庁
舎
の
緑
の
カ
ー
テ
ン
は
、
５
月
初

旬
に
苗
を
植
え
、
７
月
中
旬
に
は
本
庁
舎

２
階
ま
で
達
し
ま
し
た
。
現
在
、
３
階
ま

で
育
成
す
る
よ
う
、
ま
た
９
月
末
ま
で
長

く
緑
の
カ
ー

テ
ン
が
楽
し

め
る
よ
う
に

手
入
れ
を

し
て
い
ま
す
。

市
役
所
に
お

越
し
の
際
は
、

是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

住宅用照明 LED 化促進事業補助金を交付します照明をＬＥＤへ

　

市
衛
生
自
治
会
で
は
、
住
宅
用
照
明
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
促
進
す
る
た
め
、
そ
の
設
置

費
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
対
象
と
な
る
方
：

●
市
衛
生
自
治
会
に
加
入
し
て
い
る
者

●�

市
内
に
所
有
し
、
自
ら
居
住
す
る
住
宅

の
主
照
明
に
つ
い
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
市

内
販
売
店
で
購
入
し
、
設
置
し
た
者

◆
補
助
金
の
額
：

　

５
０
０
０
円
（
た
だ
し
、
購
入
に
要
し

た
費
用
が
１
万
円
以
下
の
場
合
は
、
２
分

の
１
に
相
当
す
る
額
と
す
る
）

◆
申
請
方
法
：

　

次
の
書
類
等
を
そ
ろ
え
て
、
市
衛
生
自

治
会
事
務
局
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

補
助
金
交
付
申
請
書

●�

購
入
し
た
商
品
の
型
式
等
及
び
購
入
金

額
が
わ
か
る
領
収
書

●�

設
置
状
況
の
写
真

※�

詳
し
く
は
、市
衛
生
自
治
会
事
務
局（
本

庁
市
民
環
境
課
環
境
政
策
室
、
松
山
支

所
市
民
課
、志
布
志
支
所
市
民
税
務
課
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

緑のカーテン①

市内の緑のカーテンをご紹介します
　

市
衛
生
自
治
会
で
は
、
緑
の
カ
ー
テ
ン

の
普
及
・
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。
市
報

７
月
号
で
市
民
の
方
が
設
置
し
て
い
る

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
を
紹
介
し
て
い
た
だ

く
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
早
速
、

ご
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
皆
さ

ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
お
宅
も
手
入
れ
が
行
き
届
い

て
い
ま
し
た
。
取
材
へ
の
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
設
置
者
、
紹
介
者

の
方
に
は
ひ
ま
わ
り
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

緑のカーテン②

志布志町安楽の丸山勉さん宅の緑の
カーテン（ヘチマ、ゴーヤ、ひょうたん）

志布志町帖の大谷孝二さん宅の緑の
カーテン（琉球すずめ瓜、風船かずら）
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志布志市が取り組む「ブランドづくり」をご紹介します！

こころざし
ブランド通信

Shibushi Brands News 

本庁 企画政策課 ブランド推進室   ℡：474-1111（254）問

2013.8 ■市報しぶし　1617　市報しぶし■ 2013.8

ブランド推進物語 『リサイクル日本一！世界最高峰の“志布志モデル”』

「こころざし経営よろず相談室」のお知らせ

経営者・事業者の皆様、朗報です！
　志布志市ブランド推進室とふじやま学校が共働で「こころざし経営よろず相談室」を開設し、大好評！

●業種を問わず、経営に悩んでいる方　　
●このままではいけないと感じているが、何が問題か分からない方
●経営者のやりたいことやビジョンが社員に伝わらない、理解されないと感じている方
●首都圏などに製品のサンプリング、出店を計画されている方…

などなど事業運営上の様々な課題に向けて、各エキスパートが専門分野をもとに分析、問題
点を特定して具体的な解決策をご提案させていただきます。90 分３万 1,500 円（税込）

無料お試し相談会実施中
　毎月、初めての方を対象とした、お試し無料相談会（60 分）を開催しています。９月は３日（火）に開催。詳細は、
下記までご連絡ください。なお、ご相談内容については守秘義務を遵守します。お気軽にお問い合わせください。

■問い合わせ先：企画政策課��ブランド推進室��℡：474-1111（254）

鱧
ハモ

三昧祭り　開催中！！
　志布志漁港に水揚げされる今が旬の「ハモ」。皆さんは、食べたことがありますか？
　京都の有名なお祭りの１つである「祇園祭」。この「祇園祭」のことを俗に「ハモ祭り」

と言うくらい、関西では夏の味覚として欠かせ
ない食材です。
　ハモ皮にはコンドロイチンが多く含まれており、皮膚の老化防
止に役立つといわれています。京美人もこれを食べて肌がなめら
かになったとか ?! そんな今が旬の志布志湾産のハモをいろんな創
作料理で楽しませてくれる「鱧

ハモ

三昧祭り」が市内 19 の飲食店で開
催中です。是非一度、志布志湾のハモをご賞味ください。
　提供飲食店は志布志市ホームページに掲載中！上のＱＲコード
を読み取ると表示されます。

　志布志市はごみを 27 品目に分別し、約 80％を誇るリサイクル率は、

平成 17 年から７年連続で日本一（市の単位）です。

　この「志布志モデル」と呼ばれる資源ごみリサイクル分別・回収の取

り組みは、ＪＩＣＡの地域提案型、草の根技術協力事業として廃棄物処

理に悩む環太平洋の各国に広がりを見せています。30 カ国以上の諸外国

から研修員が毎年訪れ、海外から高い注目を集めています。

　2011 年 6 月 16 日より、JICA 草の根技術協力事業「フィジー国
を中心とした大洋州における志布志市ごみ分別モデルの推進（H23
～ H25)」による本格的な国際交流が開始されました。
　志布志市で行われた調印レセプションパーティーでは、国際プ
ロトコル（外交の場や国際的催しで、その実務や交流の場におけ
る公式な規則や手順）にのっとり、日本の心からのおもてなし、

伝統芸能・伝承寓話に触れ
ていただくことに主眼を置
き、対象区域の各首長より「国賓級の最高の歓待」と大絶賛を受
けました。
　昨年７月には本田市長含む使節団がブータン王国へ訪問し、廃
棄物管理問題に悩む同国の現状を視察しました。その様子は現地
メディアでも大きく取り上げられ、国際的な交流への貢献が国内
外の関係者からも高い評価を得ています。

お問い合わせは志布志漁協：472-1011 まで

【
こ
こ
ろ
ざ
し
コ
ラ
ム
】

　
「
よ
そ
も
ん
」
の
視
点
か
ら
大
隅
半
島
志
布

志
の
も
つ
「
た
か
ら
」
を
お
伝
え
す
る
本
コ
ラ

ム
、
今
回
は
、 「
志
布
志
の
誇
る
べ
き
気
質
『
こ

こ
ろ
ざ
し
』」
に
つ
い
て
綴
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
達
ふ
じ
や
ま
学
校
メ
ン
バ
ー
は
も
と
も
と

関
東
エ
リ
ア
で
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
講
演
会
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
活
動
を
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
２
０
１
１
年
３

月
11
日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
は
各
メ
ン

バ
ー
が
『
最
も
大
切
な
も
の
』
に
つ
い
て
考
え

る
大
き
な
転
機
と
な
り
ま
し
た
。

　

安
心
・
安
全
が
当
た
り
前
で
は
な
か
っ
た
こ

と
、
国
民
の
安
全
を
国
家
任
せ
に
す
る
の
で
な

く
、
ま
ず
は
個
人
の
意
識
や
、
地
域
自
治
体
レ

ベ
ル
の
人
の
つ
な
が
り
が
土
台
と
な
る
こ
と
を

再
認
識
し
、
軸
足
を
こ
こ
大
隅
半
島
に
う
つ
し

ま
し
た
。「
月
の
半
分
以
上
も
県
外
や
海
外
で

稼
動
し
て
い
る
な
ら
地
方
に
居
住
す
る
意
味
は

あ
ま
り
無
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
」
と
言
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
「
地
方
そ
れ

も
大
隅
半
島
志
布
志
だ
か
ら
こ
そ
住
む
意
味
が

た
く
さ
ん
あ
る
！
」
と
声
を
大
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
は
じ
め
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
に
出
演

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
も
、
全
国
ネ
ッ
ト
で
力

強
く
申
し
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

伝
承
文
化
や
伝
統
な
ど
時
代
を
超
え
た
不
易
流

行
な
る
生
活
様
式
や
価
値
観
を
肌
で
感
じ
や
す

い
こ
と
も
私
達
に
は
重
要
で
す
。

　

移
り
変
わ
り
の
激
し
い
現
代
に
お
け
る
持
続

可
能
な
組
織
、
企
業
、
国
家
づ
く
り
に
は
「
環

境
に
適
応
し
変
化
す
る
し
な
や
か
さ
」
と
い
う

日
本
古
来
の
底
力
が
欠
か
せ
な
い
と
思
う
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
大
隅

半
島
志
布
志
の
こ
の
地
域
を
は
じ
め
と
し
、
時

代
を
超
え
て
脈
々
と
続
い
て
き
た
不
易
流
行
な

る
人
々
の
生
活
の
中
に
こ
そ
見
い
出
せ
る
と
も

感
じ
て
い
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
日
本
一
、
天
然
資
源
に
も
豊
富

に
恵
ま
れ
る
志
布
志
は
「
地
産
地
消
」「
自
給

自
足
」「
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
」、
と
い
っ

た
新
し
い
地
球
『
志
』
民
運
動
の
ひ
な
形
と
な

る
べ
き
エ
リ
ア
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

震
災
時
、
被
災
地
の
人
々
が
非
常
に
落
ち
着

き
、
秩
序
を
保
っ
た
行
動
を
と
っ
て
い
た
の
を

目
の
あ
た
り
に
し
、
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を

あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

日
本
が
、
今
、
見
直
す
べ
き
は
、
そ
の
よ
う

な
非
日
常
時
に
こ
そ
真
価
を
見
出
す
こ
と
で
あ

り
、
日
本
の
古
き
よ
き
「
品
格
」、「
人
と
人
の

絆
」
で
す
。
冷
静
な
判
断
と
あ
た
た
か
い
心
が
、

国
・
企
業
・
地
域
・
家
庭
・
個
人
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
試
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

道
で
す
れ
違
う
人
と
自
然
に
あ
い
さ
つ
が
で

き
る
、
台
風
が
近
づ
け
ば
ご
近
所
同
士
で
家
を

心
配
し
あ
う
こ
の
ま
ち
に
、
都
会
で
は
忘
れ
が

ち
な
人
と
人
の
つ
な
が
り
、
私
達
が
次
世
代
に

紡
い
で
い
く
べ
き
た
い
せ
つ
な『
た
か
ら
も
の
』

が
眠
っ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

坂
本
貴
弘

「
地
球『
志
』民
運
動
の
ひ
な
形　

志
布
志
」
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ストップ！
滞納

Tax Information

本庁  税務課　℡：474-1111　滞納整理係（152・153）
　　　　　　　　　　　　　    収納管理係（147・148）問

志布志市の滞納処分の状況や税金に関することをご紹介します

平成25年度 滞納処分等実施状況について

　生活状況により一度に納税することが困難な方や失業・
病気等により収入が無い方につきましては、本庁・各支所
の税務窓口にて随時納税相談を実施しております。

　特別な理由も無く滞納を続けられますと、他の納税者との公
平を保ち、大切な市税を確保するため、財産（給与、預金、不
動産など）を差し押さえることになります（法律では、「督促
状を発した日から起算して 10 日を経過した日までに完納しな
いとき」は、「財産を差し押さえなければならない」と定めら
れています）。

◆差押を実施した人数：48 人（平成 25 年 4 月～７月末現在）

【差押の内容】

 ●給与　　０人
 ●預貯金　13 人
 ●不動産　８人
 ●動産　　０人
 ●債権　　27 人

今
月
の
納
税

納
付
期
限
：

口
座
振
替
日
：

９
月
２
日
（
月
）

８
月
26
日
（
月
）

口
座
振
替
を
さ
れ
る
方
は
、

口
座
振
替
日
の
前
日
ま
で

に
残
高
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
税（
４
期
）

●
介
護
保
険
料
（
４
期
）

● 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（
４
期
）

●
市
県
民
税
（
２
期
）

※�

納
税
証
明
等
の

交
付
に
つ
い
て

　

金
融
機
関
等
で
納
付
し

て
か
ら
市
役
所
で
納
付
確

認
が
で
き
る
ま
で
、
約
１

週
間
程
度
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
納
付
後
、
早

急
に
納
税
証
明
等
が
必
要

な
場
合
は
領
収
書
等
を
ご

持
参
の
う
え
交
付
請
求
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

健康についての様々な相談にいつでも応じています。
お気軽にお問い合わせください。

Health Up
for

  mile
保健師・栄養士メモ

本庁 保健課　℡：474-1111（164）
松山支所 市民課   ℡：487-2111（273）　志布志支所 福祉課   ℡：472-1111（206）問

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
指
針
や
目
標
を
定
め
た
「
健

康
し
ぶ
し
21
」。
健
康
づ
く
り
に
関

す
る
６
領
域
の
中
か
ら
、
今
月
は

「
休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康
」
に
つ
い

て
、
３
年
間
の
取
り
組
み
の
中
間

評
価
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

健
康
と
聞
く
と
、
皆
さ
ん
は
何
を

イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
か
？
「
元
気
」「
治

療
中
の
病
気
が
な
い
」「
体
調
が
良

く
て
活
発
に
動
け
る
」
な
ど
、
と
も

す
る
と
体
だ
け
に
目
が
い
き
ま
す
が
、

「
健
康
と
は
身
体
に
悪
い
と
こ
ろ
が

な
く
心
身
が
す
こ
や
か
な
こ
と
」
と

い
う
定
義
が
示
す
よ
う
に
「
心
＝
こ

こ
ろ
」
が
す
こ
や
か
で
あ
る
こ
と
も

大
切
な
要
件
で
す
。で
は
、「
こ
こ
ろ
」

が
す
こ
や
か
で
あ
る
た
め
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
？　
「
休

養
・
こ
こ
ろ
の
健
康
」
の
領
域
で
は
、

①
趣
味
や
生
き
が
い
が
あ
る

② 

ス
ト
レ
ス
解
消
の
方
法
を
も
っ
て

い
る

③ 

最
近
１
か
月
で
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

た
こ
と
が
あ
る

④
自
殺
者
の
減
少

の
４
つ
を
評
価
の
指
標
と
し
て
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

市
民
の
方
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か

ら
、
③
以
外
は
す
べ
て
目
標
値
に
達

成
し
て
お
り
、　

①
、
②
は
い
ず
れ

も
平
成
21
年
度
よ
り
も
平
成
24
年
度

は
増
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
般
の
方
の
最
近
１
か
月
で
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
割
合
が
、

平
成
21
年
度
よ
り
も
平
成
24
年
度
は

増
加
し
て
い
ま
し
た
。
小
学
４
年
生
、

中
学
３
年
生
に
つ
い
て
は
、
減
少
し

て
い
ま
し
た
。

　

④
の
指
標
で
あ
る
自
殺
者
の
減
少

で
は
、
志
布
志
市
の
自
殺
者
は
、
平

成
19
年
度
の
14
名
か
ら
平
成
24
年
度

は
８
名
と
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
つ
い
て
も
、
更
に

減
少
す
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

こ
の
領
域
の
課
題
を
整
理
す
る
と

● 

ス
ト
レ
ス
の
解
消
法
を
持
っ
て
い

な
い

● 

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
人
が
増

え
て
い
る

● 

「
悩
み
な
ど
の
相
談
相
手
が
い
な

い
」
と
い
う
人
が
増
え
て
い
る

の
３
つ
に
な
り
ま
す
。

　

以
上
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
、

市
民
の
代
表
者
が
集
ま
る
健
康
づ
く

り
協
議
会
で
今
後
の
重
点
テ
ー
マ
と

し
て
「
休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康
の
た

め
に
ゆ
と
り
を
つ
く
る
こ
と
」
に
決

ま
り
ま
し
た
。
自
分
自
身
で
、
ま
た

は
周
り
の
人
達
も
一
緒
に
な
っ
て
、

生
活
の
中
で
次
の
こ
と
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

● 

ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る
体
、
心
の
病

気
を
知
る
こ
と

● 

家
庭
環
境
等
で
話
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
、
食
事
の
時
間
等
を
持
つ

（
全
く
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
い
と

い
う
事
は
な
い
が
、
家
庭
で
の
話

し
合
い
が
大
切
）

● 

ス
ト
レ
ス
解
消
の
為
に
休
暇
を
取

り
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
推
進

● 

相
談
窓
口
の
場
を
広
く
紹
介
す
る

　

市
で
は
、
専
門
家
に
依
頼
し
、
年

４
回
「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
」
無

料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
自

殺
対
策
講
演
会
を
12
月
に
行
い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
で
ス
ト
レ
ス
度

が
わ
か
る
「
心
の
体
温
計
」
も
志
布

志
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
「
自
分
自
身
」
や
「
大
切
な
人
」

の
た
め
に
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

来
月
号
は
「
健
康
し
ぶ
し
21
」
の
６

領
域
か
ら
「
栄
養
・
食
生
活
」
に
つ

い
て
、
評
価
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

「
健
康
し
ぶ
し
2 1
」
の

中
間
評
価　

そ
の
４

「
休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康
」

「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
と
は

趣
味
や
生
き
が
い
が

あ
り
ま
す
か
？

■平成 21 年度　■平成 24 年度　■平成 26 年度（目標年度）

　

今
年
取
り
壊
し
た
家
屋
や
昨

年
以
前
に
取
り
壊
し
て
い
る
が
、

ま
だ
取
り
壊
し
の
届
け
出
を
し

て
い
な
い
家
屋
が
あ
れ
ば
、
本

年
中
に
家
屋
滅
失
申
請
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
（
印
鑑
が
必

要
で
す
）。

◆ 

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
の

場
合
、「
滅
失
申
請
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
登
記

さ
れ
て
い
る
家
屋
で
も
、
滅
失

登
記
が
遅
れ
る
と
き
は
、
税
務

課
固
定
資
産
税
係
に
「
滅
失
申

請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

用
紙
は
本
庁
及
び
各
支
所
の

税
務
担
当
窓
口
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

◆
現
場
確
認
を
行
い
ま
す

　

滅
失
登
記
や
滅
失
申
請
書
を

基
に
現
場
を
確
認
し
ま
す
。
現

場
を
確
認
後
、
次
年
度
に
向
け

て
課
税
台
帳
か
ら
当
該
建
物
を

削
除
し
ま
す
。

◆
税
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん

　

年
の
途
中
で
家
屋
の
取
壊
し

が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
地
方
税

法
の
規
定
に
よ
り
賦
課
期
日

（
毎
年
１
月
１
日
）
現
在
の
所

有
者
に
１
年
分
の
税
金
を
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

滅
失
し
た
家
屋
に
つ
い
て
は
、

次
年
度
（
平
成
26
年
度
）
か
ら

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

今
年
、
新
築
や
増
築
を
さ
れ

た
家
屋
は
次
年
度
か
ら
固
定
資

産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
そ
の

税
額
を
算
出
す
る
た
め
に
家
屋

の
内
外
を
調
査（
１
時
間
程
度
）

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
調
査

に
お
伺
い
し
て
い
な
い
家
屋
等

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆ 

調
査
対
象
と
な
る
建
築
期
間

　

平
成
25
年
１
月
２
日
～
平
成

26
年
１
月
１
日
ま
で
に
完
成
し

た
建
物

◆
調
査
対
象
と
な
る
家
屋

　

新
築
・
増
築
さ
れ
た
家
屋
及

び
物
置
・
車
庫
な
ど
の
附
属
建

物
等

◆
調
査
日
時

　

所
有
者
の
方
の
ご
都
合
を
お

聞
き
し
て
決
定
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
：

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係　

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
１
５
４
・
１
５
５
・
１
５
６
）

家
屋
を
新
築
・
増
築
し
た
ら

家
や
倉
庫
等
を
取
り
壊
し
た

時
は
、
必
ず
届
け
出
を
！ （年度）

H21 H24 H26（目標）

■ 一般
趣味や生きがいがある（％）

76.9 80.1 85.0

（年度）
H21 H24 H26（目標）

ストレス解消の方法をもっ
ている（％）　　　 ■ 一般

65.6
70.8

80.0

最近 1 か月でストレスを感じたことがある（％）

59.6
64.1

50.0

23.4 22.1 20.0

53.4 50.052.9

中学３年生小学４年生一般
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お
茶
を
飲
ん
で
、夏
を
乗
り
切
ろ
う
！ 

　

今
年
の
夏
は
温
暖
化
の
影
響
で
異
常
気

象
な
の
で
し
ょ
う
か
、
例
年
真
夏
の
時
期

に
は
無
い
降
灰
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
し

て
ま
た
、
７
月
下
旬
ま
で
全
国
各
地
で
集

中
豪
雨
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
が
も
た

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
は
と
い
う
と
猛

暑
が
続
き
、
恵
み
の
雨
が
待
た
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
中
開
催
さ
れ
ま
し

た
本
年
度
の
志
布
志
み
な
と
ま
つ
り
は
、

絶
好
の
ま
つ
り
日
和
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

特
に
今
年
は
花
火
大
会
の
会
場
が
新
若
浜

港
へ
と
変
更
に
な
っ
た
こ
と
で
、
多
く
の

お
客
様
を
お
迎
え
す
る
に
あ
た
り
、
誘
導

方
法
、
駐
車
場
の
確
保
、
出
店
の
配
置
な

ど
、
お
客
様
に
心
か
ら
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
な
工
夫
を
心
掛
け
た
と
こ
ろ
、

関
係
者
の
方
々
の
懸
命
の
ご
努
力
に
よ
っ

て
、
懸
念
さ
れ
て
い
た
様
々
な
不
安
材
料

が
吹
き
飛
ん
だ
大
成
功
の
花
火
大
会
と
な

り
ま
し
た
。
会
場
が
ま
だ
ま
だ
余
裕
た
っ

ぷ
り
で
す
の
で
、
今
後
は
市
内
外
か
ら
更

に
多
く
の
お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
け
る

よ
う
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
、
改
め
て
嬉

し
く
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
志
布
志
市
で
は
10
月
30
日
・
31

日
に
「
全
国
茶
サ
ミ
ッ
ト
鹿
児
島
大
会
in

志
布
志
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は

全
国
の
お
茶
の
産
地
の
首
長
が
一
堂
に
会

し
、
茶
業
振
興
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　

私
は
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、
毎
回
こ

の
サ
ミ
ッ
ト
に
出
席
し
て
き
た
の
で
す
が
、

何
か
い
ま
一
つ
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
お
茶
処
の
自

治
体
の
首
長
さ
ん
方
の
集
ま
り
で
す
の
で
、

多
く
は
そ
の
産
地
自
慢
で
終
わ
っ
て
し
ま

い
、
今
後
の
茶
業
振
興
の
取
組
み
に
つ
い

て
具
体
的
な
話
し
合
い
が
ほ
と
ん
ど
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
せ
っ
か
く
の

会
で
す
の
で
、
本
市
で
開
催
す
る
に
あ
た

り
、
何
ら
か
の
決
議
を
し
て
推
進
活
動
の

ス
タ
ー
ト
地
点
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
昨
年
度
か
ら
、
静
岡
県
掛
川

市
の
例
に
な
ら
い
、
お
茶
の
多
飲
に
よ
る

健
康
づ
く
り
運
動
を
始
め
よ
う
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
を
絶
好

の
機
会
と
捉
え
、
本
市
の
取
り
組
み
を
全

国
の
茶
産
地
で
も
同
じ
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
、
全
国
同
時
多
発
的
に
健
康

増
進
運
動
を
始
め
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に

な
る
大
会
に
な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
掛
川
市
で
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

の
所
長
を
務
め
ら
れ
て
い
た
鮫
島
先
生
や

鹿
児
島
女
子
短
期
大
学
名
誉
教
授
の
福
司

山
先
生
に
御
助
言
を
頂
き
な
が
ら
こ
の
大

会
に
向
け
て
準
備
中
で
あ
り
ま
す
。
今
後

は
市
民
の
皆
様
に
も
こ
の
運
動
の
趣
旨
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
市
全
体
で

取
り
組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
推
進
活
動
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昔
の
鹿
児
島
で
は
、
や
か
ん
一
杯
の
番

茶
で
水
分
補
給
を
し
て
い
た
と
い
う
習
慣

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
ぜ
ひ
皆
様
方
も
水

分
補
給
に
地
元
産
の
お
茶
を
た
っ
ぷ
り
飲

み
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
っ
て
く
だ
さ
い
。
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短
歌
（
松
山
南
船
短
歌
会
）

誘
は
れ
て
花
の
天
幕
く
ぐ
り
ぬ
け
海
苔
巻
き
美
味
い
子
の
里
帰
り�

畑　

美
佐
子

夫
と
子
と
わ
れ
の
仏
讃
う
け
た
ま
ふ
夕
べ
の
弥
陀
に
涙
あ
ふ
る
る�

前
原　
　

恭

カ
ー
テ
ン
を
開
け
る
と
ぱ
っ
と
目
に
入
る
と
な
り
の
芝
桜
じ
ゅ
う
た
ん
敷
く
が
に�

永
田
ミ
ツ
エ

石
南
花
と
つ
つ
じ
の
咲
き
し
庭
空
間
夫
は
杖
つ
き
日
々
の
散
歩
に�

隈
元　

チ
エ

初
採
り
の
絹
莢
皿
に
盛
り
あ
げ
て
今
年
の
出
来
を
味
わ
う
夕
餉�

野
口　

順
子

雨
上
り
亡
母
の
好
み
し
石
蕗
の
丸
葉
し
っ
と
り
匂
た
ち
た
り�

石
橋　

道
子

起
床
し
て
素
足
に
ひ
ん
や
り
伝
い
く
る
卯
月
の
霧
島
雪
舞
い
て
お
り�

川
添
八
重
子

勉
学
に
励
む
孫
ら
の
姿
見
て
老
齢
の
我
も
仕
事
に
精
出
す�

吉
元
ミ
チ
子

幻
想
の
世
界
に
変
わ
る
朝
も
や
に
ひ
と
き
わ
響
く
鳥
の
鳴
き
声�

中
島　
　

昭

器
用
に
も
大
型
重
機
操
作
す
る
夫
の
姿
に
見
と
れ
る
夕
暮
れ�

大
迫　

鈴
子

花
見
酒
老
い
も
若
き
も
加
わ
り
て
踊
る
手
振
り
に
花
び
ら
も
舞
う�

山
口　

カ
ツ

亡
き
夫
の
年
忌
近
づ
く
春
の
日
に
球
根
届
く
友
の
ぬ
く
も
り�

藤
田
ミ
チ
子

目
を
こ
ら
し
緑
か
き
分
け
見
つ
け
た
り
四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
に
願
い
を
託
す�

池
田　

奈
々

天
昇
る
白
龍
引
き
連
れ
飛
ぶ
機
体
明
日
の
雲
行
き
下
界
に
知
ら
す�

高
倉　

律
子

さ
つ
ま
狂
句
（
有
明
町
さ
つ
ま
狂
句
同
好
会
）

兼
題　
「
懐つ
く
ら」　

爺じ

ん
懐つ

く

れ　

鼾い
び

く
ば
け
ち
ょ
い　

可む
愛
ぜ
曾ひ

ま
ご孫　

　
　

��

丸
目�

南
兵
衛

 （
評
） 　

曽
祖
父
と
曾
孫
。
爺
の
懐
に
そ
れ
こ
そ
初
め
て
だ
ろ
う
か
。
す
や
す
や
と
深
く
眠
っ

て
、
初
々
し
い
鼾
ま
で
聞
こ
え
る
。
爺
の
懐
の
ぬ
く
も
り
こ
そ
は
安
堵
に
絶
妙
。

兼
題　
「
渋し

び
」　

勿て

こ体
ね
魔ま

お王　

女か

か房
が
渋し

っ
が柿

き　

塗ぬ

っ
大う

そ

ど
騒
動　
　

�

小
蓬
原�

忠
則

（
評
）�　

魔
王
と
い
え
ば
焼
酎
の
王
様
。
亭
主
が
大
事
に
し
て
い
た
そ
の
魔
王
を
、
そ
れ
と
は

知
ら
ぬ
奥
様
が
、柿
の
渋
抜
き
に
取
り
出
し
て
し
ま
っ
た
。
万
事
休
す
、す
べ
て
後
の
祭
り
。

兼
題　
「
壁か
べ

」　

尚し
ょ
う
し
か
ん

志
館　

前ぜ
ん
で
み
も
ん

代
未
聞
の　

壁か
べ

を
跳つ

っ　
　
　
　
　
　
　

�

畑
山　

敏
昭

（
評
） 　

拍
手
喝
采
と
は
こ
の
こ
と
か
。
か
つ
て
な
い
大
隅
初
の
快
挙
に
、
地
域
の
み
ん
な
が

喜
び
に
浸
っ
た
。未
知
の
力
を
秘
め
る
す
べ
て
の
少
年
た
ち
に
、大
き
な
期
待
が
膨
ら
む
。
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市
長
コ
ラ
ム

本
田 

修
一

俳
句
（
ぎ
ん
な
ん
俳
句
会
）

一
生
に
一
度
の
覚
悟
茄
子
の
花�

河
野　

通
人

橋
一
つ
炎
暑
の
ダ
ム
を
分
ち
け
り�

冨
山　

達
次

激
っ
瀬
に
佇
て
ば
涼
風
自
ず
か
ら�

冨
山　

茂
子

白
鷺
や
青
田
の
風
を
独
り
占
め　
　
　
　
　

和
田
千
恵
子

白
シ
ャ
ツ
や
一
直
線
に
夏
来
る�

北
野　

治
美

大
切
な
友
の
朗
報
新
茶
汲
む�

吉
村　

万
里

腕
振
っ
て
青
葉
滴
る
今
朝
の
道�

永
吉
佐
代
子

東
雲
の
ほ
ど
け
る
夏
の
窓
開
け
て　
　
　
　

目
黒　

文
恵

夕
陽
待
ち
灯
を
点
す
ご
と
月
見
草　
　
　
　

本
村　

光
子

山
並
み
の
つ
づ
き
に
入
道
雲
浮
か
び　
　
　

北
川　

雨
水

植
田
遥
か
汽
車
通
学
の
日
々
も
ま
た�

刀
坂
由
美
子

子
が
か
つ
ぐ
神
輿
に
親
は
大
歓
声　
　
　
　

堂
園　

悦
子

夏
の
草
我
が
身
を
苔
に
纏
ひ
を
り　
　
　
　

竪
山　

ヨ
リ

冷
素
麺
す
す
る
一
人
の
昼
下
が
り　
　
　
　

上
之
園
建
二

山
法
師
色
ほ
ど
き
ゆ
く
山
の
風�

川
上　
　

豊

汐
木
踏
む
音
の
寂
し
き
晩
夏
か
な�

和
田　

洋
文

もし、一日前に戻れたら・・・。
私たち（被災者）からみなさんに伝えたいこと

　この話は、あらゆる被災から一定期間を経過した被災者・災害体験者の方々に「もし、災害の１日前にもどることがで

きたら、あなたは何をしますか」をテーマに話をお聞かせいただき、これらの話から導き出されるさまざまな教訓や身に

つまされる体験を取りまとめたものです。もし、「自分だったら」「我が家だったら」「我が社だったら」というように、自

分の身の上に置きかえて読み進めてください。

　一つひとつの小さな話から教訓などを感じてもらい、減災の大切さを知るきっかけとなれば幸いです。また、「おもしろい」

と感じたエピソードは、ご家族、友人、ご近所、地域コミュニティ、職場の方々などへもご紹介ください。

東
日
本
大
震
災

　

Ｔ
地
区
の
団
地
内
に
は
有
志
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

住
民
交
流
組
織
「
Ｒ
Ａ
Ｎ
」（
レ
イ
ン
ボ
ー
エ
イ
ジ
ン

グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
あ
り
ま
す
。
４
年
前
に
設
立
し
、

月
１
回
の
茶
話
会
、
年
４
回
の
通
信
誌
を
発
行
し
、
現

在
は
50
人
が
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　

こ
の
Ｒ
Ａ
Ｎ
の
始
ま
り
は
、

も
と
も
と
は
数
年
前
に
お
年

寄
り
の
孤
独
死
が
話
題
に

な
っ
た
こ
ろ
、
こ
の
団
地
に

も
独
居
者
が
い
ま
し
た
の
で
、

せ
め
て
声
掛
け
に
よ
る
安
否

確
認
は
地
域
の
人
間
と
し
て

の
役
目
だ
し
、
地
域
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
だ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
が
団
地
内
の
共
有
部
分
の
駐
車
場
や
階
段
に
あ

る
案
内
板
の
補
修
な
ど
、
今
で
は
お
困
り
ご
と
の
対
応

ま
で
や
っ
て
い
ま
す
。
あ
の
日
も
、
消
え
か
か
っ
て
い

た
駐
車
場
の
白
線
引
き
を
終
わ
ら
せ
、
皆
が
自
宅
に

戻
っ
て
き
た
と
き
の
地
震
で
し
た
。

　

Ｒ
Ａ
Ｎ
メ
ン
バ
ー
は
自
宅
の
片
付
け
も
終
わ
ら
ぬ
う

ち
に
、
早
速
集
ま
っ
て
き
て
く
れ
、
団
地
内
の
お
年
寄

り
や
身
体
の
不
自
由
な
方
の
安
否
確
認
を
し
ま
し
た
。

安
否
リ
ス
ト
の
作
成
は
個
人
情
報
保
護
法
下
で
は
ま
ま

な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
各
棟
の
階
段
の
踊
り
場
に
貼
り

だ
さ
れ
た
お
名
前
を
も
と
に
、
全
戸
確
認
と
リ
ス
ト
化

を
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
そ
の
後
の
救
援
物
資
の
配
布

な
ど
に
役
立
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

（
Ｕ
市　

70
代　

男
性　

自
治
会
役
員
）

日
ご
ろ
の
交
流
活
動
を
生
か
し
て

全
戸
の
安
否
確
認

防災啓発エピソード　VOL.2

Japanese poem of 31 syllab
les *
Haik

u poem * Comic Haiku *2013.8
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昨
年
か
ら
香
月
小
学
校
近
く
の
横

断
歩
道
で
、
子
ど
も
た
ち
と
元
気
な

あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
美
智
代
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
交
通
安
全
協
会
と
し
て
、
ま
た

香
月
小
学
校
に
通
う
孫
の
学
校
の
係

と
し
て
朝
の
交
通
安
全
立
哨
に
は
参

加
し
て
い
ま
す
。
新
年
度
や
新
学
期

が
始
ま
る
と
き
、
ま
た
市
内
で
特
に

交
通
事
故
の
抑
止
に
努
め
な
い
と
い

け
な
い
と
き
な
ど
に
は
毎
日
の
よ
う

に
取
り
組
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と

話
す
美
智
代
さ
ん
。
学
校
周
辺
の
危

険
箇
所
を
見
つ
け
て
改
善
を
促
す
な

ど
、
常
に
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
第

一
に
考
え
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
朝
は
皆
が
急
ぎ
、
運
転
も
ゆ
と
り

が
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
実
際
に

危
な
い
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
学
校

周
辺
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
横
断
歩

道
が
目
に
入
っ
た
ら
と
に
か
く
徐
行

す
る
な
ど
、
歩
行
者
へ
の
気
配
り
を

意
識
し
て
も
ら
え
る
と
事
故
が
減
る

と
思
い
ま
す
。
若
い
ド
ラ
イ
バ
ー
も

高
齢
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
も
最
も
重
要

な
の
は
運
転
マ
ナ
ー
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」

　

子
ど
も
た
ち
と
言
葉
を
交
わ
し
見

守
り
を
続
け
る
美
智
代
さ
ん
。
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
を
守
る
た
め
、
積
極

的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

交 通 事 故 状 況　平成 25 年６月末現在

区　分 発生件数 死  者 傷　者

県　下 4448【-23】45【+10】5300【-42】

志布志市 76【-3】 ２【-1】 87【-16】

志布志地区 51 １ 57

有明地区 22 ０ 26

松山地区 3 1 4

※【　】は昨年比　

朝の元気なあいさつがまちに響きます

交 通 事 故 防 止 は 皆 さ ん が 主 役 で す

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請
は
お
早
め
に

◆
国
民
年
金
保
険
料
の
申
請
免
除

　

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
、
申

請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付

が
免
除
さ
れ
ま
す
。
免
除
さ
れ
る
保
険

料
額
は
、
全
額
、
４
分
の
３
、
半
額
、

４
分
の
１
の
４
段
階
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
20
歳
か
ら
30
歳
未
満
の
若
年

者
は
、
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
申
請
後
に

承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

◆
免
除
を
受
け
ら
れ
る
所
得
基
準
は

　

保
険
料
の
申
請
免
除
を
受
け
る
た
め

に
は
免
除
さ
れ
る
４
段
階
の
額
に
応
じ

て
、
前
年
所
得
に
対
す
る
所
得
基
準
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
所
得

基
準
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
免
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 
全
額
免
除
：
35
万
円
×
（
扶
養
親
族

等
の
数
＋
１
）
＋
22
万
円

● 

４
分
の
３
免
除
：
78
万
円
＋
扶
養

親
族
等
控
除
額
＋
社
会
保
険
料
控

除
額
等

● 

半
額
免
除
：
１
１
８
万
円
＋
扶
養

親
族
等
控
除
額
＋
社
会
保
険
料
控

除
額
等

● 

４
分
の
１
免
除
：
１
５
８
万
円
＋
扶

養
親
族
等
控
除
額
＋
社
会
保
険
料
控

除
額
等

● 

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
：
35
万
円
×

（
扶
養
親
族
等
の
数
＋
１
）
＋
22
万
円

◆
保
険
料
免
除
の
申
請
方
法
は

　

年
金
事
務
所
ま
た
は
市
役
所
年
金
係

に
用
意
し
て
あ
る
申
請
書
に
記
入
し
、

必
要
書
類
と
い
っ
し
ょ
に
市
役
所
年
金

係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
必
要
書
類
】

●�

年
金
手
帳
、
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号

通
知
な
ど
、
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か

る
も
の

●�

退
職
・
失
業
し
た
人
が
申
請
を
行
う

と
き
は
、
退
職
・
失
業
し
た
こ
と
を

確
認
で
き
る
書
類
（
雇
用
保
険
受
給

者
証
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

な
ど
の
写
し
）

※�

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
市
民
環
境
課　

年
金
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
１
１
６
）

●
鹿
屋
年
金
事
務
所

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所 

本
庁   

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
１
６
）

松
山
支
所      

４
８
７
ー
２
１
１
１

  

（
内
線
２
２
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

　

本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
扇
風
機
の

使
用
に
伴
い
事
故
が
増
え
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
特
に
扇
風
機
は
、
省
エ

ネ
・
節
電
対
策
で
、
古
い
も
の
を
倉

庫
や
物
置
等
か
ら
持
ち
出
し
て
使
用

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
注

意
が
必
要
で
す
。
長
年
使
用
し
て
い

る
扇
風
機
は
、
火
災
等
の
事
故
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

【
安
全
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
】

● 

モ
ー
タ
ー
が
う
な
る
よ
う
な
異
常

な
音
が
す
る

●
こ
げ
臭
い
に
お
い
が
す
る

●
モ
ー
タ
ー
が
異
常
に
熱
い

● 

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
も
羽
根
が
回

転
し
な
い

●
羽
根
の
回
転
が
遅
い

●
回
転
が
ぶ
れ
る

　
　
　
　
　
　

↑

【
写
真
】
約
30
～
40
年
の
長
期
使
用

に
よ
り
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
が
絶
縁
劣

化
を
起
こ
し
、
温
度
が
異
常
に
上
昇

し
た
コ
ン
デ
ン
サ
ー
か
ら
可
燃
性
ガ

ス
が
噴
出
。
そ
の
ガ
ス
が
発
火
し
て

モ
ー
タ
ー
部
の
樹
脂
製
カ
バ
ー
に
着

火
し
た
も
の
で
す
。【
独
立
行
政
法

人  

製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構
よ
り
】

◆
巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ

●
８
月
20
日
（
火
）

　

松
山
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
９
月
11
日
（
水
）

　

志
布
志
町
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
か
ら
15
時

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

志
布
志
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
：

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１（
２
８
９
）

知 っ て る？　 消 費 生 活 Vol.29
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消 

費 

者 

ホ 

ッ 

ト 

ラ 

イ 

ン　

℡
：
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
３
７
０

■
問
い
合
わ
せ
先
：
●
本
庁
港
湾
商
工
課
商
工
振
興
係　
　

℡
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
８
９
）

　
　
　
　
　
　

●
松
山
支
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係　

℡
４
８
７
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
２
２
）

　
　
　
　
　
　

●
志
布
志
支
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係　

℡
４
７
２
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
５
４
）

　

７
月
20
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
方
良
の

呼
び
か
け
で
、
若
浜
中
央
緑
地
公
園
の

花
植
え
や
緑
地
帯
の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
、

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
の

活
動
は
、
お
盆
や

夏
季
休
暇
等
を
利

用
し
て
帰
省
さ
れ

る
方
を
、
少
し
で

も
き
れ
い
な
港
で

お
迎
え
し
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
会
員
を

は
じ
め
、
建
設
業
者
、
港
湾
事
務
所
関
係

者
、
警
察
、
市
役
所
、
一
般
参
加
者
な
ど

50
人
以
上
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

暑
い
中
で
の
作
業
で
し
た
が
、
参
加

者
が
精
力
的
に
作
業
に
取
り
組
ま
れ
た

甲
斐
も
あ
り
、
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
花
壇
が
艶
や
か
な
花
々
で
蘇
り
、
若

浜
中
央
緑
地
公
園
周
辺
は
見
違
え
る
よ

う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
方
良
の
下
曽
小
川
理

事
長
は
、「
我
々
の
活
動
に
賛
同
し
て

も
ら
い
、
例
年
以
上
の
参
加
を
い
た
だ

き
非
常
に
あ
り
が
た
い
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
継
続
的
に
志
布
志
港
の

環
境
美
化
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
」

と
力
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

定
期
的
に
志
布

志
港
の
環
境
整
備

を
行
っ
て
い
る

三
方
良
の
活
動
に
、

皆
さ
ん
も
一
度
参

加
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三

方
良
は
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
べ
く
、
経
済
活
動
活
性
化
の
促
進

や
環
境
保
全
、
小
規
模
事
業
者
の
育
成
、

支
援
を
図
り
、
将
来
に
向
け
て
は
、
志

布
志
港
に
お
け
る
国
内
外
交
易
や
貿
易

事
業
が
、
発
展
国
益
に
寄
与
す
る
よ
う

に
提
言
、
提
案
し
、
更
に
は
国
際
協
力

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

み
ん
な
で
つ
く
る
共
生
・
協
働
・
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

■
問
い
合
わ
せ
先
：
企
画
政
策
課
地
域
政
策
係　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
２
５
２
・
２
５
７
）

美
智
代
さ
ん
（
志
布
志
町
）

地
域
の
様
々
な
場
面
で
活
躍
さ
れ

る
大
山
さ
ん
。
「
子
ど
も
た
ち
は
皆
、

孫
の
よ
う
な
も
の
。
成
長
を
見
れ

る
こ
と
が
嬉
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
す
。

扇
風
機
に
よ
る
事
故
防
止
に
つ
い
て

一
つ
で
も
該
当
す
る
場
合
、
す

ぐ
に
使
用
を
中
止
し
、
電
源
プ

ラ
グ
を
抜
い
て
販
売
店
、
メ
ー

カ
ー
等
に
連
絡
す
る
か
、
適
切

に
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

三
方
良 

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

Coupling Party in 志布志

◆日時：平成 25 年９月 22 日（日） 
　受付　９：00 から 　終了　16：00 予定
◆ 場所・内容：参加者に個別にお知らせします
◆対象者：20 歳から 40 歳の独身の方 
◆募集人数：男性 20 名・女性 20 名 
◆参加費：男性 3,000 円 ・女性 2,500 円 
◆募集締切：平成 25 年 8 月 30 日（金）
■問い合わせ・申込先： 
　志布志市青年団連絡協議会 
　Tel：080-6443-0614 



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

Ｑ． ��この４月から新社会人！お仕事はいかがですか？
Ａ． �専門学校を卒業して、４月からこちらのヘアーサロン�ケ
ンジで働いています。職場の先輩たちがみんな優しくて
…。もう感謝の気持ちでいっぱいです！

Ｑ． お仕事が休みのときは、何をして過ごしていますか？
Ａ． �家の近くの海岸に、犬と散歩に行きます。あとは買い物
に行くのが好きです。志布志も若者が地元で楽しく過ご
せるような、活気あるまちになるといいですね！

Ｑ． ご家族や職場の方へメッセージをどうぞ！
Ａ． �家族や職場など、本当に人の出会いに恵まれて、今ある
境遇をとっても幸せに感じています。毎日が楽しくてしょ
うがないんです！私の家族や、お店のスタッフの方全員
に心から感謝しています。これからもっと頑張って、皆
さんに恩返ししていきます！

ひかる さん　(20 歳） 【有明町野井倉】
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（No.092/2013-8）

　 今 月 の 読 者 プ レ ゼ ン ト
は、お便りをくださった方
の中から抽選で、ひまわり
券 5 枚 と アトリエ・ＣＡＦ
Ｅ ＴＡＲｉ ＲＡＲｉから「ハ
ニートーストとホットケーキ
のコラボ」チケットを５人の
方にプレゼントします。

　

今
月
は
松
山
町
に
お
住
ま

い
の
止
さ
ん
・
ヨ
シ
エ
さ
ん

ご
夫
妻
に
お
話
を
お
伺
い
し

ま
し
た
。

　

止
さ
ん
・
ヨ
シ
エ
さ
ん
共

に
松
山
町
の
ご
出
身
で
、
昭

和
25
年
に
ご
結
婚
、
お
仕
事

は
農
業
一
筋
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
様
々
な
作
物
を
つ
く
ら

れ
、
特
に
30
年
間
続
け
ら
れ

た
イ
チ
ゴ
栽
培
で
は
、
数
多

く
の
賞
を
受
賞
さ
れ
、
第
一

線
で
活
躍
さ
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
イ
チ
ゴ
農

家
を
引
退
さ
れ
た
現
在
で
も

米
作
り
を
続
け
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
の
こ
と
で
、
止
さ

ん
は
毎
日
、
午
前
中
に
田
ん

ぼ
の
様
子
を
見
に
行
く
こ
と

が
日
課
に
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　
「
今
の
生
き
が
い
は
米
作

り
。
健
康
で
、
元
気
に
生
活

で
き
て
い
る
の
は
そ
の
お
か

げ
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
」

と
元
気
の
秘
訣
を
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
近
は
お
孫
さ
ん

の
結
婚
、
ひ
孫
の
誕
生
な
ど

お
め
で
た
い
こ
と
が
続
い
て

い
る
そ
う
で
「
農
業
を
し
な

が
ら
多
く
の
苦
労
も
あ
っ
た

が
、
今
は
本
当
に
幸
せ
」
と

嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
「
２
人
で
話
を
し
て
、
外

に
出
て
、
活
動
的
に
生
活
す

る
こ
と
を
心
掛
け
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
１
人
で
長
生

き
し
て
も
ダ
メ
。
２
人
で
元

気
で
い
る
こ
と
を
大
事
に
考

え
て
い
ま
す
」
と
明
る
く
話

し
て
く
れ
た
止
さ
ん
と
ヨ
シ

エ
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
ご
夫

婦
揃
っ
て
、
元
気
に
笑
顔
で

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

 止 さん (86 歳）

　　　ヨシエ さん (83 歳）
（松山町）

あたや 元気やっど！

大きくなぁれ！

キラリ 青春！

～ Lunch ～ 季
節
限
定
！

～ Sweets ～

ランチのハンバーグ・から

揚げのソースは毎月替わる

ので楽しみ！

～ Special ～

読者プレゼントは大人気のこちら！「ハニートーストとホットケーキのコラボ」

お
子
様
の
バ
ー
ス
デ
ー
に

（
予
約
制
）

～ Present ～

add：志布志町安楽 6213-5　　tel:099-473-2838

open：平日【 昼・11：30 ～ 17：00　夜・19：00 ～ 22：00 】

　　　※平日の夜は予約のみ承ります。

      土日・祝【昼・11：00 ～ 17：00　夜 18：30 ～ 22：00】

読者プレゼント

志
し き

季ちゃん（３歳）

咲
さ き

季ちゃん（１歳）

（有明町）

◆�ご家族からのメッセージ！

　電車（踏切）好きの翔大郎。そ

んなお兄ちゃんに、負けずおとら

ずの元気な悠夏。

　いつも笑顔をありがとう！

　今度は電車に乗って、どこへ行

こうかな。

翔
しょうたろう

大郎 ちゃん（４歳）

悠
ゆ う か

夏ちゃん（２歳）

（志布志町）

◆�ご家族からのメッセージ！

　２人で並んでお絵かきしたり、絵

本をひろげたり、かくれんぼしたり

と一緒に遊んでいる姿を見ると、成

長したなぁ…と嬉しく思います。

　これからも仲良く元気に大きく

なってね。

飛
つ ば さ

翔ちゃん（４歳）

　　梨
り り

莉ちゃん（２歳）

（松山町）

◆�ご家族からのメッセージ！

　話が上手で、妹想いのつばさ。

　歌やダンス、食べることが大好

きなりり。

　これからもきょうだい仲良く、

元気に過ごしてね。



★アンケート★【８月号で特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください！】
　・良かった！：

　・分かりにくい…：

懐
か
し
き
牛
の
競
り
市

　

私
は
有
明
町
伊
﨑
田
の
出
身
で
す
。

父
母
が
他
界
し
、
最
後
に
故
郷
へ
帰
郷

し
た
の
が
13
年
前
。
長
ら
く
帰
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
さ
て
、
ふ
と
思
っ
た
の
で

す
が
「
子
牛
の
競
り
市
」
は
続
け
ら
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
昔
は
私
の
家

に
も
絶
え
ず
２
頭
の
雌
牛
が
い
て
、
子

牛
の
競
り
市
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は

こ
の
「
子
牛
の
競
り
市
」
が
ど
う
な
っ

た
の
か
、
故
郷
の
近
況
が
知
り
た
く
な

り
ペ
ン
を
執
り
ま
し
た
。　
　

（
ト
モ
ち
ゃ
ん　

65
歳
男
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
子
牛
の
せ
り
市
に
つ
い
て
で
す

が
、
曽
於
地
区
に
お
い
て
は
、
曽
於
中

央
家
畜
市
場
で
子
牛
の
取
引
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
平
成
10
年
度
に
新
築
さ
れ
た

市
場
は
、
和
牛
子
牛
取
引
頭
数
で
は
国

内
最
大
の
市
場
に
な
っ
て
お
り
、
現
在

も
畜
産
の
振
興
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
遠
方
か
ら
懐
か
し
き
故

郷
を
心
に
留
め
、
お
便
り
を
お
送
り
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

大
切
な
資
産
と
し
て

　

７
月
号
の
記
事
の
中
に
、
Ｓ
Ｌ
清
掃

の
事
が
と
り
あ
げ
て
あ
り
ま
し
た
。
確

か
去
年
の
い
つ
だ
っ
た
か
Ｓ
Ｌ
本
体
を

水
洗
い
し
て
い
る
場
面
を
見
て
、
Ｓ
Ｌ

も
喜
ん
で
い
る
だ
ろ
う
な
ぁ
と
思
っ
た

の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
貴
重
な
資
産
と
し
て
、
大
切

に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

（
赤
で
ん
わ　

35
歳
女
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

志
布
志
鉄
道
公
園
に
あ
る
Ｓ
Ｌ
は
年
に

６
回
ほ
ど
保
存
会
の
方
々
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
清
掃
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

清
掃
方
法
は
機
関
車
が
現
役
で
走
っ
て

い
た
と
き
と
ほ
ぼ
一
緒
だ
そ
う
で
、
保

存
会
の
方
の
Ｓ
Ｌ
を
思
う
気
持
ち
は
非

常
に
熱
い
も
の
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
大

事
な
歴
史
資
産
と
し
て
保
護
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

花
火
に
感
動
！

　

十
数
年
ぶ
り
に
志
布
志
の
花
火
大
会

に
行
き
ま
し
た
。
今
年
は
開
催
場
所
が

変
わ
る
と
聞
き
、
期
待
と
不
安
の
中
で

車
を
走
ら
せ
ま
し
た
。
近
く
で
行
わ
れ

る
花
火
大
会
に
は
毎
年
行
き
ま
す
が
、

ひ
と
味
違
っ
た
感
動
を
も
ら
い
ま
し
た
。

本
当
に
き
れ
い
で
し
た
。「
明
日
か
ら

ま
た
頑
張
ろ
う
」
そ
う
思
い
な
が
ら
家

路
に
つ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
ナ
カ
タ
ン　

51
歳
女
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
外
か
ら
志
布
志
の
花
火
大
会
に
駆
け

つ
け
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
よ

う
で
幸
い
で
す
。
来
年
ま
た
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
！

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
行
き
ま
し
た
！

　

先
日
、
以
前
か
ら
行
っ
て
み
た
か
っ

た
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
へ
足
を
運
び

ま
し
た
。
縄
文
時
代
初
期
か
ら
、
順
に

時
代
を
追
っ
て
並
べ
ら
れ
た
埋
蔵
文
化

財
を
、
説
明
・
解
説
文
を
読
み
な
が
ら

じ
っ
く
り
と
見
学
し
ま
し
た
。
在
り
し

日
の
志
布
志
の
情
景
が
目
に
浮
か
ぶ
よ

う
で
、
深
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
最

後
に
志
布
志
城
の
再
現
モ
デ
ル
を
じ
っ

く
り
観
察
し
、
そ
の
「
山
城
」
と
し
て

の
構
造
と
機
能
に
は
驚
く
ば
か
り
で
し

た
。も
う
少
し
涼
し
く
な
っ
た
ら
、マ
ッ

プ
に
あ
っ
た
城
跡
の
探
索
に
出
掛
け
よ

う
と
思
い
ま
す
。（

黄
ビ
ー　

58
歳
男
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

先
月
の
特
集
で
紹
介
し
た
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
。
と
て
も
興
味
深
い
で
す

よ
ね
。
行
っ
た
こ
と
の
な
い
方
は
ぜ
ひ

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
志
布
志
の
歴

史
、
面
白
い
で
す
よ
！

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り、お待ちしています
　市報しぶしを読んだ感想や今後取
り上げて欲しい特集、志布志市に対
するご意見等何でもお好きなことを
書いてください（一部修正して掲載
する場合もあります）。

　月末までに頂いたお便りが、その
月のプレゼントの応募対象になりま
す。それ以降の分は次月の応募対象
となりますので、ご了承ください。

　いただいた「お便り」は「市民の
こえ」コーナーに掲載いたします（お
便りが多数の場合には担当にて選考
のうえ掲載します）。個別の回答は
いたしませんので、ご了承ください。

27　市報しぶし■ 2013.8
※ 読者プレゼントは掲載にかかわらず頂いたお便りから抽選でプレゼントを

行っています。多くのお便りをお待ちしています。

高い医療費 みんなで助け合い 国保の心

◆平成25年５月分の医療費の状況です。
医療費総額 ２７６，０３３，１４４ 円

５月末 国保加入者数 １０，５１７ 人
１人当たり医療費

（医療費総額／国保加入者数） ２６，２４６ 円

医療費１人当たりの負担内訳
市（国保）負担額 ２２，２８２ 円

個人負担額 ３，９６４ 円

この金額は、国民健康保険に加入している皆さんが医療機関
等で診療したものに対し、市（国保）が支払った医療費です。
医療費総額の約 84.9％を市（国保）が負担しています。

市の人口 平成 25 年６月 30 日現在

人口：33,569 人
男性：15,868 人
女性：17,701 人

転入：82 人　　転出：59 人
出生：18 人　　死亡：34 人

世帯数：15,861 戸

（＋７人）
（＋８人）
（▲１人）

（＋１世帯）

志布志港 平成 25 年６月分
※資料：鹿児島税関支署

①入港隻数：49 隻（日本０、外国 49）
②輸出：13 億 60 百万円
③輸入：109 億５百万円

こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

版
で
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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田之浦中学校�閉校記念事業
昭 和 22 年 5 月： 志 布 志 町 立 第 二 中 学 校 と し て 開 校
昭和 24 年 4 月：志布志町立田之浦中学校と改称  創立 67 年

田之浦中学校閉校記念体育大会
平成 25 年９月 15 日（日）８：50 ～ 15：30
今年還暦を迎える方々の入場行進、卒業生参加種目（リレー

種目１・ゲーム種目１）など、卒業生をはじめ、地域内外か

らたくさんのご来場をお待ちしています。

◆閉校記念文化祭
　 平成 25 年 11 月 3 日（日）午前 9 時～午後 4 時
　場所：田之浦中学校体育館

◆閉校記念式典
　平成 26 年 3 月 16 日（日）午前 11 時
　場所：田之浦中学校体育館

■問い合わせ先：
　田之浦中学校閉校記念事業実行委員会事務局（田之浦中学校）
　℡：099-479-1620

出水中学校� 閉校記念事業
昭 和 22 年 5 月： 志 布 志 町 立 第 三 中 学 校 と し て 開 校
昭和 24 年 4 月：志布志町立出水中学校と改称　創立 67 年

出水中学校閉校記念体育大会
平成 25 年９月 15 日（日）８：35 ～ 15：00
卒業生参加種目（フォークダンス・てべし・綱引き等）を予

定しています。卒業生をはじめ、地域内外からたくさんのご

来場をお待ちしています。

◆閉校記念文化祭
　 平成 25 年 11 月 10 日（日）午前 9 時～午後１時 40 分
　場所：出水中学校体育館

◆閉校記念式典
　平成 26 年 3 月 15 日（土）時間未定
　場所：出水中学校体育館

■問い合わせ先：
　出水中学校の閉校に関する実行委員会事務局（出水中学校）
　℡：099-479-1316

中
体
連
（
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

志
布
志
中
・
出
水
中
の
合
同
チ
ー
ム
が
大
健
闘
！

　

６
月
12
日
と
13
日
、
平
成
25
年
度
曽
於
地
区
中
学
校
総
合
体

育
大
会
の
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
が
志
布
志
運
動
公
園
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
大
会
に
は
、
志
布
志
中
単
独
チ
ー

ム
と
志
布
志
中
・
出
水
中
の
合
同
チ
ー
ム
を
は
じ
め
、
13
校
が

出
場
し
ま
し
た
。

　

志
布
志
中
、
出
水
中
の
両
校
は
、
昨
年
か
ら
週
末
等
を
利
用

し
て
、
合
同
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
合
同
チ
ー
ム
は
出
水

中
３
年
生
２
人
、
志
布
志
中
１
年
生
４
人
な
が
ら
、
６
月
の
県

大
会
で
公
式
戦
初
勝
利
を
収
め
、
今
回
も
予
選
リ
ー
グ
を
勝
ち

上
が
り
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
ま
し
た
。

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦
は
フ
ル
セ
ッ
ト
ま
で
も
つ
れ
、

合
同
チ
ー
ム
が
先
に
マ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
を
握
り
な
が
ら
も
逆
転

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
志
布
志
中
単
独
チ
ー
ム
も
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
、
勝
利
を
重
ね
、
準
優
勝
と
健
闘
し
ま

し
た
。
志
布
志
中
単
独
チ
ー
ム
は
、
７
月
23
日
か
ら
開
催
さ

れ
る
県
総
合
体
育
大
会
に
曽

於
地
区
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
す
。
出
水
中
の
分
ま
で
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
志
布
志
中
学
校
に

は
運
動
系
が
13
、
文
化
系
が

２
、
計
15
の
部
活
動
が
あ
り

ま
す
。
田
之
浦
中
・
出
水
中

の
皆
さ
ん
も
来
年
一
緒
に

な
っ
た
と
き
に
は
、
部
活
動

に
入
部
し
ま
せ
ん
か
。
中
学

校
時
代
に
、
体
と
心
の
鍛
錬

と
良
き
思
い
出
を
た
く
さ
ん

作
り
ま
し
ょ
う
。

企画政策課からのおしらせです

求む！物件情報 

～空き家バンクへ登録してみませんか？？～ 

  空き家バンクとは 

 空き家バンクとは、空き家や空き地を有効活用することにより、定住促進や地域活性化を図

る事を目的として、市が空き家情報の提供を行うものです。売りたい・貸したい空き家や空き

地を空き家バンクへ登録してみませんか？？ 

 

    

 

 

 

 

 

 

  登録などの流れ 

 空き家バンクへの登録をご希望の方は、市役所企画政策課もしくは各支所地域振興課へご連

絡ください。 

 

   

 

 

 

お申し込みご希望やご不明な点などございましたら、下記までご連絡ください。 

 

 イメージ図 

申込書の提出があった場合は、物件確認をするため、市の方で所

有者立会のもと現地調査を行います。その後、市の「空き家バンク

登録台帳」に登録します。 

登録後、市のホームページなどに掲載し、情報提供を行います。

なお、利用希望申込書を提出していただいた方には、詳しい情報の

提供を行います。 

利用希望者から取引の申し出があれば、所有者に連絡をします。

その後は、双方または登録事業者による仲介での交渉となります。

市は、契約、交渉には関与しないのでご了承ください。 

 

 

 

 

空き家等を所有している方で、当該空き家等を賃貸や売却するた

めに「空き家バンク」へ登録を希望する方は、登録申込書などに必

要事項を記入し、市の担当課（企画政策課または各支所地域振興課）

まで提出していただきます。 

本庁    企画政策課 地域政策係 099-474-1111（257・252） 

松山支所  地域振興課       099-487-2111 

志布志支所 地域振興課       099-472-1111    
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保健課からのおしらせです保健課からのおしらせです

対
象
施
設
で
お
手
伝
い
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
を
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
貰
お
う
！

　

介
護
施
設
・
小
学
校
・
保
育
園
・
幼
稚

園
等
で
夏
祭
り
や
運
動
会
等
、
い
ろ
ん
な

行
事
の
お
手
伝
い
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を

し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容
：

●
行
事
等
の
準
備
や
参
加

●
話
し
相
手
・
読
み
聞
か
せ

●
清
掃
活
動
・
美
化
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

　

介
護
施
設
、
保
育
園
・
幼
稚
園
等
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
左
記
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研

修
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
の
で
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。　

◆
期
日
：
８
月
19
日
（
月
）

● 

午
前
10
時
：

　

志
布
志
支
所　

１
階
東
会
議
室

● 

午
後
１
時
：

　

本
庁　

改
善
セ
ン
タ
ー
会
議
室
②

● 

午
後
３
時
：

　

松
山
支
所
横�

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
機
関
：

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
３
施
設
）

●
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
７
施
設
）

●
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護（
３
施
設
）

●
有
料
老
人
ホ
ー
ム
（
３
施
設
）

●
Ｊ
Ａ
あ
お
ぞ
ら
ホ
ー
ム
・
稲
の
穂

●
市
内
の
全
小
学
校

●
市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
（
詳
し
く
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

法
令
講
習
会
で
ポ
イ
ン
ト
を
貰
お
う
！

　

ポ
イ
ン
ト
交
付
対
象
事
業
で
あ
る
「
交

通
安
全
法
令
講
習
会
（
交
通
安
全
協
会
主

催
）」
が
８
月
10
日
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
事
業
に
登
録
し
て
い
る
方
（
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
方
）
は
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
登
録
し
て
い
な
い
方
で
も
、
当
日

受
付
に
て
手
続
き
を
行
え
ま
す
。

◆
対
象
者
：

　

志
布
志
市
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

◆
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
見
本
：

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

保
健
課　

介
護
保
険
係�

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
１
６
３
）

高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
参
加
者
募
集
中
！

企画政策課からのおしらせです

医療機関窓口での医療費の支払いが減免される場合があります

　世帯主や同一世帯の国民健康保険の被保険者が、災害等の特別な理由により著しく生活が困難になり、保険

医療機関への支払いが一時的に困難となった場合、医療費機関窓口で支払う医療費の減免等が受けられる場合

があります。資産・収入等の条件や手続きなど詳細については、保健課国民健康保険係へご相談ください。

特別な理由
１　災害等により死亡や心身に重大な障害を受けたり、資産に重大な損害を受けたとき。

２　干ばつ、冷害等による農作物の不作、不漁などの理由により収入が著しく減少したとき。

３　事業や業務の休廃止、失業等により収入が著しく減少したとき。

４　重篤な病気や負傷により、死亡や心身に重大な障害を受けたり長期入院したとき。

■問い合わせ先：保健課　国民健康保険係　℡：474-1111（123 ～ 125） 

病気の早期発見・早期予防のために、人間ドック助成

事業をご利用ください。（30 歳以上の被保険者が対象）
助 成 事 業 助 成 額

人
間
ド
ッ
ク

　一般（日帰り） ２０，０００円

　一般（宿泊） ３０，０００円

　節目（日帰り） ３２，０００円

　節目（宿泊） ４８，０００円

ＰＥＴがん検診 ２０，０００円

脳ドック検診 ２０，０００円

　補助金申請の際は、検査結果

表（人間ドック結果通知書等）

を必ずご持参下さい。腹囲等の

項目が抜けている場合は、保健

課で測定いたします。

国民健康保険の被保険者の方へ

子宮頸がん予防ワクチン接種について

　子宮頸がんワクチンについては、子宮頸がんを発症させるウィルスに予防効果があると言われています。しか

し、接種後に腫れや筋肉の痛みを訴える重篤な副反応が報告されていることから、厚生労働省から子宮頸がん予

防ワクチン接種の積極的呼び掛けを控える旨の通知がありました。

　志布志市では、５月１日付けで、新たに予防接種の対象となった中学１年生と２年生の保護者の皆様に、子宮

頸がん予防接種のご案内をしたばかりでしたが、子宮頸がん予防ワクチンの接種にあたっては、その有効性とリ

スクをご理解の上で接種計画をご検討ください。

　詳しくは厚生労働省ホームページに掲載されておりますので、下記 URL をご参照ください。

■厚生労働省ホームページ：http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou28/

■問い合わせ先：保健課　国民健康保険係　℡：474-1111（123 ～ 125） 

「しおかぜ館」をご活用ください

志布志市では志布志港新若浜地区のしおかぜ公園内に公園の管

理及び環境学習施設の目的で環境学習館「しおかぜ館」を建設

しました。施設利用については、市民の皆様も利用できますの

で、研修や会議等に活用していただくようお願いします。

◆施設の概要
●床面積：43.66㎡（13.2 坪）
●設備等：エアコン・流し台完備
●利用人員：30 名程度まで

■申込み・問い合わせ先：志布志市運動公園体育館 473-2551

※脳ドックについては、40 歳以上の被保険者が対象

2013.8 ■市報しぶし　30
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財務課からのおしらせです農政課からのおしらせです

全国茶サミット鹿児島大会 i n 志布志市　開催！

　全国のお茶産地の市町村長が一堂に会し、お茶の消費拡大や

お茶文化の普及啓発について討議がなされる全国茶サミットが

開催されます。このサミットは茶業振興法の制定を国や国会に

働きかけるなど茶業の発展に大きく寄与してきました。

　今回は「お茶と健康」を大きなテーマにし、全国のお茶産地

がお茶による健康づくりに取り組み、お茶による健康ブームが

全国で巻き起こるような実り多い大会を目指しております。

　その記念行事として、上記の日程で記念

大会が開催されます。記念大会では、鹿児島のお茶大使である桂竹丸さんと国生さゆりさん

による「お茶と健康」をテーマとしたトークショーや、豪華景品やお２人のサイン入り記念

品などが当たる抽選会が開催されます。また、会場内での志布志市産のお茶や特産品などの

販売も計画しておりますので、市民の皆様の多数のご来場をお待ちしております。

 ◆日時：平成 25 年 10 月 31 日（木）9：00 開場　9：30 スタート　 ◆場所：志布志市文化会館

建設課からのおしらせです

市
が
使
用
し
て
い
た
公
用
車
（
特
殊
用

途
自
動
車
シ
ョ
ベ
ル
・
ロ
ー
ダ
）
の

売
却
を
、一
般
競
争
入
札
（
期
間
入
札
）

に
よ
り
行
い
ま
す

◆
車
両
情
報
：

● 

車
名
・
車
体
の
形
状
：
小
松
メ
ッ
ク　

シ
ョ
ベ
ル
・
ロ
ー
ダ

●
車
台
番
号
：
Ｗ
０
０
５
‐
３
１
２
６
４

●
原
動
機
の
型
式
：
６
Ｄ
９
５
Ｌ

●
自
動
車
登
録
番
号
：

　

鹿
児
島�

00�

も�

５
３
６
０

●
年
式
：
平
成
元
年
10
月
初
年
度
登
録

●
種
別
：
大
型
特
殊

●
自
家
用
・
事
業
用
の
別
：
自
家
用

●
乗
車
定
員
：
１
人

●
車
両
総
重
量
：
６
７
５
５
kg

●
燃
料
の
種
類
：
軽
油　

●
車
検
：
平
成
25
年
11
月
24
日

●
最
低
売
却
価
格
：
百
五
万
円

◆
車
両
説
明
会
：

　
（�

左
記
期
間
に
お
い
て
、
随
時
、
建
設

課
職
員
が
案
内
し
ま
す
）

●
平
成
25
年
９
月
２
日
（
月
）
か
ら

　

平
成
25
年
９
月
10
日
（
火
）
ま
で

◆
入
札
参
加
申
込
み
期
間
：

●
平
成
25
年
９
月
２
日
（
月
）
か
ら

　

平
成
25
年
９
月
13
日
（
金
）
ま
で

◆
申
込
場
所
：

●
志
布
志
市
役
所　

建
設
課　

維
持
係

　
（
本
庁�

別
館
２
階
）

◆
入
札
書
提
出
期
間
：

●
平
成
25
年
９
月
９
日
（
月
）
か
ら

　

平
成
25
年
９
月
13
日
（
金
）
ま
で

　

志
布
志
市
役
所��

本
庁��

別
館
２
階　

　

建
設
課�

維
持
係
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

◆
入
札
書
開
札
日
：

●
平
成
25
年
９
月
17
日
（
火
）

※�

説
明
会
及
び
右
記
期
間
の
受
付
は
、
す

べ
て
本
庁�

建
設
課�

維
持
係
に
お
い
て

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）
行
い
ま
す
。

　
（
支
所
で
の
受
付
等
は
し
ま
せ
ん
の
で
、

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
）

※�

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

志
布
志
市
役
所　

建
設
課　

維
持
係�

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
４
６
２
・
４
６
４
）

公
用
車
の
売
却
を
行
い
ま
す

市
有
財
産
（
土
地
）
を

売
却
し
ま
す

　

市
で
は
、
利
用
予
定
の
な
い
市
有

財
産
（
土
地
）
に
つ
い
て
、
売
却
を

行
い
ま
す
。

◆ 
入
札
参
加
資
格
：
地
方
自
治
法
施

行
令
第
１
６
７
条
の
４
の
規
定
に

抵
触
せ
ず
、
市
税
等
の
未
納
が
な

い
個
人
ま
た
は
法
人

◆ 

入
札
に
参
加
す
る
場
合
に
必
要
と

な
る
書
類
：

●
入
札
参
加
申
込
書

●�

身
分
証
明
書
（
法
人
の
場
合
は
法

人
登
記
簿
謄
本
）

●
未
納
が
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

◆
提
出
先
：
本
庁�

財
務
課
ま
た
は

　

各
支
所
地
域
振
興
課

◆ 

申
込
受
付
：
平
成
25
年
８
月
５
日

（
月
）～
平
成
25
年
９
月
３
日（
火
）

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま

　

で
（
土
曜
日
、
日
曜
日
は
除
く
）

※�

郵
送
で
の
申
し
込
み
は
、
受
け
付

け
ま
せ
ん
。

◆
入
札
日
：

　

平
成
25
年
９
月
５
日
（
木
）

　

午
前
９
時
か
ら

　

本
庁
別
館
２
階
会
議
室

◆
入
札
に
必
要
な
書
類
：

●
入
札
書
（
市
の
指
定
し
た
様
式
）

●�

委
任
状
（
本
人
以
外
の
方
が
代
理

で
入
札
に
参
加
さ
れ
る
場
合
）

●
印
鑑
及
び
筆
記
用
具

●�

所
有
者
と
な
る
方
の
住
所
及
び
氏

名
が
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免

許
証
等
）

※
必
ず
現
地
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

※ 

売
却
す
る
土
地
は
全
て
現
状
の
ま

ま
引
き
渡
し
ま
す
。
後
で
造
成
等

の
工
事
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
第
２
回
市
有
財
産
売
却
地

　
（
入
札
分
）

■
物
件
４
：

●�
所
在
地
：
志
布
志
町
安
楽
字
水
溜

１
９
０
‐
38

●
地
目
：
宅
地

●
面
積
：
３
５
９
・
９
８
㎡

●
最
低
売
却
価
格
：
５
６
５
万
円

■
物
件
５
：

●�

所
在
地
：
志
布
志
町
安
楽
字
水
溜

１
９
０
‐
38

●
地
目
：
宅
地

●
面
積
：
２
２
０
㎡

●
最
低
売
却
価
格
：
３
２
３
万
円

■
物
件
６
：

●�

所
在
地
：
志
布
志
町
安
楽
字
水
溜

１
９
０
‐
38

●
地
目
：
宅
地

●
面
積
：
２
３
５
・
４
１
㎡

●
最
低
売
却
価
格
：
３
４
１
万
円

■
物
件
７
：

●�

所
在
地
：
有
明
町
伊
﨑
田

９
２
０
８
‐
１

●
地
目
：
宅
地

●
面
積
：
１
１
２
５
・
３
９
㎡

●
最
低
売
却
価
格
：
２
０
５
万
円

※ 
詳
細
は
志
布
志
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ま
た
は
財
務
課
管
財
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
２
４
３
）

平成 2 5 年度  第２回  市有財産（土地）の売却を行います。

◆ 

次
の
物
件
（
第
１
回
市
有
財
産
【
土

地
】）
の
購
入
申
込
の
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
物
件
１
：

●
所
在
地
：
松
山
町
新
橋
70
‐
７

●
地
目
：
宅
地

●
面
積
：
２
９
３
・
６
２
㎡

●
最
低
売
却
価
格
：
１
８
２
万
３
千
円

■
物
件
２
：

●�

所
在
地
：
松
山
町
尾
野
見

　

１
４
１
３
‐
１

●
地
目
：
畑

●
面
積
：
９
４
５
㎡

●
最
低
売
却
価
格
：
47
万
２
千
５
０
０
円

■
物
件
３
：

●�

所
在
地
：
有
明
町
野
神
２
７
６
９
‐
１

　

有
明
町
野
神
２
７
６
９
‐
３

●
地
目
：
畑

●
面
積
：
３
１
４
７
㎡

●
最
低
売
却
価
格
：
２
２
５
万
円

【
農
地
の
入
札
に
参
加
す
る
場
合
に
必
要
】

●
買
受
適
格
証
明
書
（
物
件
２
・
３
）

※�

買
受
適
格
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
志
布

志
市
農
業
委
員
会
（
℡
：
４
８
７
‐

２
１
１
１
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

（
平
成
25
年
８
月
12
日
（
月
）
ま
で
に

市
農
業
委
員
会
へ
申
請
が
必
要
で
す
）。



広
告

広
告

広
告

2013.8 ■市報しぶし　34

放
送
大
学　

  

月
生
募
集
！

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
25
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
、
大
学

を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
世
代
、
職
業

の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。
出
願
期
間
は

８
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

資
料
は
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
左
記
ま
で

ご
請
求
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
放
送

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
放
送
大
学　

鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

℡
：
０
９
９
‐
２
３
９
‐
３
８
１
１

白
秋
献
詩
募
集

　

国
民
的
詩
人
と
し
て
親
し
ま
れ

た
北
原
白
秋
先
生
の
業
績
と
遺
徳

を
偲
び
、
ま
た
文
化
の
興
隆
と
生

涯
学
習
の
振
興
を
目
的
に
自
由
詩

を
募
集
し
ま
す
。

◆
形
式
：
自
由
詩

※�

字
数
、
内
容
等
は
制
限
な
し
。

た
だ
し
未
発
表
作
に
限
り
ま
す
。

　

応
募
点
数
は
２
点
ま
で
。

◆
部
門
：

●
小
学
生
の
部

●
中
学
生
の
部

●
高
校
・
一
般
の
部

◆ 

募
集
期
間
：
８
月
25
日
（
月
）

か
ら
９
月
６
日
（
金
）
必
着

◆
審
査
員
：
福
岡
県
詩
人
会

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

柳
川
市
教
育
委
員
会　

　

学
校
教
育
課　

教
務
係

　

℡
：
０
９
４
４
‐
７
７
‐
８
８
６
３

牧
之
原
養
護
学
校 

学
校
見
学

　

左
記
の
と
お
り
学
校
見
学
会
を

行
い
ま
す
。
見
学
会
終
了
後
に
は
、

教
育
相
談
も
実
施
し
ま
す
（
希
望

者
の
み
）。

◆
日
時
：
10
月
２
日
（
水
）

　

午
前
９
時
10
分
～
午
後
12
時
５
分

◆ 

対
象
者
：
未
就
学
児
、
小
・
中

学
校
に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒

と
そ
の
保
護
者
な
ど

◆ 

申
込
方
法
：
お
近
く
の
幼
稚
園
、

保
育
所
、
学
校
に
案
内
の
文
書

と
申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
は
、
お
電
話
で
牧
之
原
養
護

学
校
教
頭
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆ 
申
込
締
切
：
９
月
10
日
（
火
）

必
着

※�

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
後

日
、
個
別
の
学
校
参
観
で
対
応

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

牧
之
原
養
護
学
校

　

℡
：
０
９
９
５
‐
５
６
‐
２
６
６
５

か
の
や
第
九
演
奏
会

合
唱
団
員
募
集
！

「
大
隅
の
管
弦
楽
団
と
大
隅
の
合

唱
団
に
よ
る
大
隅
の
第
九
」

募　

集

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
に
歌
う
贅

沢
と
喜
び
を
あ
な
た
も
体
験
し
ま

せ
ん
か
？

◆
演
奏
会
：
12
月
1
日
（
日
）

◆ 

募
集
期
間
：
9
月
30
日
（
月
）

ま
で

◆ 

練
習
：
日
曜
日
の
午
後
（
月
２

回
程
度
）

◆
指
導
：
池
田　

聡　

先
生

　
　
　
　

岩
下　

力　

先
生

◆ 

応
募
：
鹿
屋
市
文
化
会
館
、
リ

ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
に
あ
る
応
募

用
紙
を
提
出
。
同
文
化
会
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で

き
ま
す
。
詳
細
は
同
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆ 

資
格
：
練
習
に
参
加
で
き
る
方

（
年
齢
、
性
別
、
経
験
不
問
）

◆ 

参
加
費
：
３
０
０
０
円
（
楽
譜
、

練
習
用
Ｃ
Ｄ
代
は
別
途
必
要
）

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
実
行
委
員
会

事
務
局

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
４
‐
５
１
１
５

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
訓
練
生
募
集

◆
募
集
期
間
：

● 

新
卒
（
平
成
26
年
３
月
卒
業
見

込
み
者
）
の
み
：

　

平
成
25
年
８
月
20
日
（
火
）
～

　

平
成
25
年
９
月
13
日
（
金
）

●
一
般
・
新
卒
：

　

平
成
25
年
10
月
１
日
（
火
）
～

　

平
成
25
年
11
月
15
日
（
金
）

◆
訓
練
科
目
：

　

情
報
電
子
科
、
デ
ザ
イ
ン
製
版

科
、
建
築
設
計
科
、
義
肢
福
祉
用

具
科
、
Ｏ
Ａ
事
務
科
、
ア
パ
レ
ル

科
、
造
形
実
務
科

◆
応
募
資
格
：

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
保
持

者
（
手
帳
の
無
い
方
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
）

※�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
あ
っ
せ
ん
を

受
け
ら
れ
た
方
は
、
雇
用
保
険

の
延
長
、
職
業
訓
練
受
講
給
付

金
・
訓
練
手
当
の
支
給
が
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：

●
県
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校　

　

℡
：
０
９
９
６
‐
４
４
‐
２
２
０
６

● 

志
布
志
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク

　

℡
：
４
７
１
‐
１
７
１
０

●
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
隅　
　
　
　

　

℡
：
４
８
２
‐
１
２
６
５　
　

●
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
の
や

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
２
‐
４
１
３
５

常
勤
医
師
を
公
募
し
ま
す

　

鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、

●
消
化
器
内
科
医
：
1
名

●
総
合
診
療
科
医
：
1
名

を
公
募
し
ま
す
。

　

ご
家
族
、
お
知
り
合
い
の
方
な

ど
に
大
隅
地
域
で
の
勤
務
を
考
え

て
お
ら
れ
る
医
師
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
是
非
、
ご
連
絡
・

お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
県
民
健
康
プ

ラ
ザ
鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
０
１

曽
於
地
区
総
合
防
災
訓
練

　　

地
震
、
津
波
、
火
災
、
崖
崩
れ
、

家
屋
の
倒
壊
及
び
交
通
事
故
な
ど

の
複
数
の
災
害
が
発
生
し
た
と
の

基
本
想
定
に
よ
り
、
様
々
な
訓
練

が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
様
も
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

◆
日
時
：
９
月
１
日
（
日
）

　

午
後
１
時
か
ら
（
雨
天
決
行
）

◆ 

会
場
：
曽
於
市
大
隅
町�

大
隅

文
化
会
館�

駐
車
場

10

お
知
ら
せ
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日
、
祝
祭
日
は
除
く

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
曽
於
南
部
土

地
改
良
区
総
務
課
事
務
局

　

℡
：
０
９
９
‐
４
７
１
‐
０
１
７
１

高
圧
ガ
ス
製
造
保
安
責
任
者

等
国
家
試
験

　

液
化
石
油
ガ
ス
（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
）

を
は
じ
め
と
し
た
高
圧
ガ
ス
の
製

造
・
販
売
等
に
係
る
資
格
を
取
得

す
る
た
め
の
国
家
試
験
で
す
。

◆ 

試
験
日
：
平
成
25
年
11
月
10
日

（
日
）

◆ 

会
場
：
鹿
児
島
市
（
鹿
児
島
国

際
大
学
）・
奄
美
市
（
県
大
島

支
庁
）

◆ 

受
付
期
間
：
８
月
26
日
（
月
）

～
９
月
６
日
（
金
）

◆
受
験
資
格
：
な
し

◆ 

試
験
区
分
：
化
学
、
機
械
（
乙

種
）、化
学
（
丙
種
液
石
・
特
別
）、

冷
凍
（
第
２
・
第
３
）、販
売
（
第

１
・
第
２
種
）、
設
備
士

※�

試
験
の
申
し
込
み
方
法
な
ど
試

験
に
関
す
る
こ
と
は
、
左
記
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島
県
試

験
事
務
所
【（
一
社
）
鹿
児
島

県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
】

　

℡
：
０
９
９
‐
２
５
０
‐
２
５
３
５

労
働
に
関
す
る
無
料
相
談
会

　

個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
と
の

間
に
生
じ
た
労
働
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て
、
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
：
８
月
31
日
（
土
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　
（
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

◆ 

場
所
：
鹿
児
島
市
勤
労
交
流
セ

ン
タ
ー　

第
２
・
３
・
４
会
議
室

（
鹿
児
島
市
中
央
町
10　

キ
ャ

ン
セ
ビ
ル
７
階
）

※�

申
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
、

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な

お
、
事
前
予
約
も
可
能
で
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島
県
労

働
委
員
会
事
務
局

　

℡
：
０
９
９
‐
２
８
６
‐
３
９
４
３

歯
と
口
の
健
康
週
間

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　　

小
学
校
か
ら
２
８
４
点
、
中
学

校
か
ら
22
点
の
応
募
が
あ
り
、
審

査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
学
校
賞
：
野
神
小
学
校

◆
小
学
１
・
２
年
生
：

●
銅
：
鎌
田��

直
雄
矢
（
森
山
小
）

　

丸
山��

颯
（
志
布
志
小
）

　

吉
國��

想
奈
（
山
重
小
）

　

橋
口��

大
和
（
尾
野
見
小
）

　

磯
脇��

優
仁
（
原
田
小
）

　

安
竹��

優
愛
（
香
月
小
）

◆
小
学
3
・
4
年
生
：

●
金
：
原
添��

珠
侑
（
野
神
小
）

　

中
原��

漸
汰
（
香
月
小
）

●
銀
：
田
之
口��

光
陽（
伊
崎
田
小
）

　

市
田��

剣
斗
（
野
神
小
）

●
銅
：
外
園��

晴
人
（
野
神
小
）

　

中
本��

悠
翔
（
原
田
小
）

　

角
田��

眞
心
（
田
之
浦
小
）

　

岡
崎��

拓
海
（
山
重
小
）

　

金
井　

優
（
尾
野
見
小
）

　

西
江��

結
星
（
伊
崎
田
小
）

　

西
川　

遥
（
香
月
小
）

　

植
松��

花
咲
（
安
楽
小
）

◆ 
主
催
：
曽
於
市
、
大
隅
曽
於
地

区
消
防
組
合

◆
訓
練
種
目
：
展
示
・
実
動
訓
練

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
大
隅
曽
於
地

区
消
防
組
合�
消
防
本
部�

警
防
課

　

℡
：
０
９
９
４
‐
８
２
‐
０
５
７
９

引
揚
者
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
へ

　

税
関
で
は
、
終
戦
後
、
外
地
か

ら
引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
か

ら
お
預
か
り
し
た
通
貨
や
証
券
類

を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

　

お
返
し
す
る
通
貨
等
は
次
の
も

の
で
す
。

● 

上
陸
地
の
税
関
、
海
運
局
に
預

け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど

● 

外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総

領
事
館
、
日
本
人
自
治
会
な
ど

に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な

ど
の
う
ち
、
そ
の
後
日
本
に
返

還
さ
れ
た
も
の

　

お
預
か
り
し
た
通
貨
等
の
半
数

以
上
は
返
還
の
お
申
し
出
が
な
く
、

現
在
も
税
関
に
保
管
さ
れ
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
返
還
に
つ
い
て
は
、

ご
本
人
だ
け
で
な
く
ご
家
族
も
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
心

当
た
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
税
関

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
お
知
ら

せ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
長
崎
税
関�

業
務
部　

税
関
相
談
官

　

℡
：
０
１
２
０
‐
８
２
８
‐
６
８
０

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
：

　

�http://w
w
w
.custom

s.go.jp/

nagasaki/

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

ニ
ー
ト
な
ど
の
若
者
の
自
立
の

た
め
、
個
別
・
継
続
的
な
相
談
支

援
を
行
い
ま
す
。

◆ 

対
象
：
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の

当
事
者
と
そ
の
家
族

◆
支
援
内
容
：

●�

不
登
校
や
高
校
中
退
者
な
ど
の

進
路
相
談

●�

ニ
ー
ト
等
の
就
労
相
談
と
訓
練

◆
相
談
日
：
毎
週
月
曜
～
金
曜

◆
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
６
時

◆ 

相
談
場
所
：
霧
島
・
大
隅
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

鹿
屋
市
札
元
１
丁
目�

22
‐
11

※�

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
霧
島
・
大
隅

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
５
‐
５
５
３
５

魚
屋
さ
ん
の
料
理
教
室

　

コ
ツ
さ
え
つ
か
め
ば
、
ど
ん
な

魚
で
も
お
手
の
物
！
魚
屋
さ
ん
が

教
え
て
く
れ
る
地
元
旬
魚
の
さ
ば

き
方
や
、
魚
料
理
の
コ
ツ
を
楽
し

く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

◆
開
催
予
定
日
時
：

　

平
成
25
年
９
月
１
日
（
日
）

　

※
10
時
～
13
時
の
３
時
間
程
度

◆
対
象
者
：

　

�

市
内
在
住
の
方

◆ 

定
員
：
15
名�

（
申
込
多
数
の
場

合
は
、
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
）

◆
参
加
費
用
：

　

５
０
０
円
（
材
料
代
等
）

◆
場
所
：
志
布
志
地
区
公
民
館

◆
申
込
期
限
：
８
月
26
日
（
月
）

※�

申
込
み
に
つ
い
て
は
お
電
話
で

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

耕
地
林
務
水
産
課�
林
務
水
産
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１�（
４
２
３
）

曽
於
南
部
土
地
改
良
区
職
員

採
用
試
験

◆ 

日
時
：
平
成
25
年
10
月
27
日

（
日
）�

午
前
９
時�

受
付
開
始

◆
会
場
：
曽
於
南
部
土
地
改
良
区

◆
職
種
：
土
木
技
術
職

◆
受
験
資
格
：

①�

昭
和
58
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

2
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者

②�

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
高
等
学

校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る

者
③�

土
木
技
術
の
専
門
課
程
を
履
修

し
、
土
木
施
工
管
理
技
士
2
級

又
は
1
級
の
い
ず
れ
か
を
現
に

有
す
る
者
で
、
か
つ
普
通
自
動

車
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
不
可
）
を

有
す
る
者

※�

採
用
後
は
、
鹿
屋
市
・
志
布
志

市
・
大
崎
町
の
い
ず
れ
か
に
居

住
で
き
る
者

◆ 

採
用
予
定
人
員
：
若
干
名

◆ 

受
験
申
込
書
の
請
求
：

　

曽
於
南
部
土
地
改
良
区
、
志
布

志
市
役
所
農
政
課
お
よ
び
各
支
所

（
志
布
志
・
松
山
）、
大
崎
町
役
場

耕
地
課
、
野
方
支
所
、
鹿
屋
市
役

所
農
林
商
工
部
農
地
整
備
課
、
輝

北
総
合
支
所
産
業
建
設
課

◆ 
受
付
期
間
：
平
成
25
年
9
月
2

日
（
月
）
～
平
成
25
年
10
月
11

日
（
金
）【
当
日
消
印
有
効
】

◆ 

受
付
時
間
：
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
ま
で
と
し
、
土
、

広
告

広
告

原添  珠侑さん（野神小）中原  漸汰さん（香月小）



市 営 住 宅 空 き 家 情 報
（ 松 山 地 区 ）

市では、市営住宅の入居者募集を随時行っています。

●京ノ峯団地 591 号　４ＤＫ　特賃住宅
　　世帯向け一戸建て　家賃　35,000 円（所得制限あり）

※ 入居条件や申込期限等については、下記までお問い合わ
せください。

■問い合わせ・申し込み先：
松山支所産業建設課管理係　℡：487-2111（253）
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編
集
後
記

　

暦
の
上
で
は
暑
さ
の
頂
点
で
あ
る
立
秋
を
過
ぎ
、

だ
ん
だ
ん
と
暑
さ
も
緩
ん
で
く
る
は
ず
の
８
月
中
旬
。

皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
▼
さ
て
会

場
が
変
更
に
な
っ
た
今
年
の
花
火
大
会
。
皆
さ
ま
は

ど
の
よ
う
な
感
想
を
お
持
ち
に
な
り
ま
し
た
か
。
▼

ま
つ
り
会
場
に
は
「
志
布
志
に
も
若
者
は
こ
ん
な
に

た
く
さ
ん
い
る
ん
だ
」
と
思
う
ほ
ど
若
い
人
が
い
っ

ぱ
い
。
活
気
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
普
段
は
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
家
か
ら
出
た
が
ら
な
い
タ
イ
プ
の

私
の
友
人
の
ひ
と
り
も
、
艶
や
か
な
浴
衣
姿
で
、
し

か
も
全
力
の
笑
顔
で
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
い
て
微
笑

ま
し
か
っ
た
で
す
。
▼
私
自
身
も
花
火
の
写
真
を
撮

り
な
が
ら
、
夏
の
風
物
詩
を
堪
能
し
（
写
真
は
だ
い

ぶ
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
撮
影
す
る
た
め
、
ひ
と
り
寂

し
く
）
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
、

関
係
者
の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。（
國
重
）

■松山地区　
８月 今井水道 　 ℡ 487-8868
８月 13 日 今井水道 　 ℡ 487-8868
８月 14 日 半下石建設 　℡ 487-8706
８月 15 日 大迫建設 　℡ 487-2058
９月 大迫建設 　 ℡ 487-2058
■志布志地区
８月13 日、9 月3 日～９月９日 志布志水道 ℡ 472-3540
８月 14 日、9 月10 日～９月16 日 山本組 ℡ 472-1101
８月15 日、８月20 日～８月26 日 高吉組 ℡ 472-0721
８月16 日～８月19 日 宮崎水道 ℡ 472-1081
８月27 日～９月２日 崎田建設 ℡ 473-0050
■有明地区
８月 13 日、9 月１日～９月７日 郡山工業 ℡ 475-0008
８月 14 日、9 月８日～９月14 日 西江建設 ℡ 474-2113
８月 15 日～８月 17 日 山中水道 ℡ 474-1440
８月 18 日～８月 24 日 有徳設備 ℡ 475-1596
８月 25 日～８月 31 日 池崎建設 ℡ 475-2068
９ 月 １ 日 ～ ９ 月 ７ 日  郡山工業 ℡ 475-0008
９月８日～９月14 日 西江建設 ℡ 474-2113
■ 基本料金だけの水道利用者の皆様へ
　水道料金は、中止の手続き（中止届の提出）をされない
と基本料金が発生します。水道使用の予定がない場合は、
中止の手続きをお勧めします。なお、中止されていた水道
を再度利用される場合は、1,000 円で開始できます。

水道修繕当番店✚８月・９月の日曜・祝日当番医 ✚

※ 夜間に病気やケガで困ったときは「曽於医師会夜間
急病センター（曽於医師会立病院内 )」までお問い合
わせください。（℡ 482-5899）

※ 都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡ 0986-23-
5555）を行っていますのでご活用ください。

９月

８月
18 日 山下クリニック （内科、外科） ℡ 487-9001

はまさき耳鼻科咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡ 473-3387

25 日 大山病院 （内科） ℡ 472-1400

びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

８ 月 ・ ９ 月 の 行 事 予 定

 ● げんき市（昭和通付近）
　　 毎週金・土曜日（９時～ 15 時）

 ● 戌の市（宝満寺公園）
　　８月 12 日、８月 24 日、９月５日、９月 17 日

 ● そば処ちんたら庵（国道 269 号線沿）
　　 火曜日（そば）・日曜日（野菜等販売）

１日 藤後クリニック （内科） ℡ 472-1237

みやじクリニック （内科、放、呼、胃） ℡ 471-5000

８日 山下クリニック （内科、外科） ℡ 487-9001

はまさき耳鼻咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡ 473-3387

15 日 山口内科 （内科） ℡ 473-1188

石神診療所 （内科、皮膚科） ℡ 474-0107

16 日 松下医院 （内科、外科） ℡ 472-1124

22 日 えびはら皮ふ科 （皮膚科） ℡ 478-0370

びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

◆
小
学
5
・
6
年
生
：

●
銅
：
川
上��

真
太
郎
（
安
楽
小
）

　

冨
高��
千
尋
（
志
布
志
小
）

　

片
野��
瑠
憂
花
（
森
山
小
）

　

山
本��

眞
子
（
蓬
原
小
）

　

山
床��

樹
莉
亜
（
野
神
小
）

◆
中
学
生
：

●
金
：
山
尾��

徳
香
（
出
水
中
）

●
銅
：
竹
山��

優
香
（
出
水
中
）

　

石
山　

葵
（
出
水
中
）

　

吉
田　

剛
（
田
之
浦
中
）

　

迫
口��

鈴
奈
（
田
之
浦
中
）

　

迫
田��

和
恵
（
出
水
中
）

　

種
子
田��

愛
（
田
之
浦
中
）

※
志
布
志
市
の
み
抜
粋

◆
主
催
：
曽
於
郡
歯
科
医
師
会

◆
共
催
：
大
隅
教
育
事
務
所

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

　

生
涯
学
習
課
で
は
「
ま
ち
づ
く

り
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

左
記
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

◆ 

応
募
締
切
：
９
月
13
日
（
金
）

◆
審
査
期
日
：
10
月
1
日
（
火
）

◆ 

応
募
要
領
：
生
涯
学
習
課
、
市

文
化
会
館
、
各
地
区
公
民
館
等

に
応
募
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

◆ 

審
査
部
門
：
学
校
・
職
場
、
地

域
団
体
、
個
人
の
３
部
門
で
す

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１（
３
３
６
）

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

　

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は
中

小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き

建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進

と
、
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の

振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

◆
加
入
で
き
る
事
業
主
：

　

建
設
業
を
営
む
方

◆
対
象
と
な
る
労
働
者
：

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

◆
掛
金
：
日
額
３
１
０
円

※�

建
退
共
で
は
、
地
震
等
に
よ
り

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
皆

様
に
対
し
、
各
種
手
続
の
特
例

措
置
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
の
建
退
共
支
部

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：

　

�

独
立
行
政
法
人�

勤
労
者
退
職

金
共
済
機
構　

鹿
児
島
支
部

　

℡
：
０
９
９
‐
２
５
７
‐
９
２
１
６

ダ
グ
リ
岬
海
水
浴
場

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

◆
日
程
：
8
月
17
日
（
土
）

　

荒
天
時
順
延
（
小
雨
決
行
）

◆
場
所
：
ダ
グ
リ
岬
海
水
浴
場

◆
時
間
：
午
前
10
時
～

◆
内
容
：

●
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
：
午
前
10
時
～

　

�

マ
リ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
・
バ
ナ
ナ

ボ
ー
ト

● 

宝
探
し
・
各
種
ゲ
ー
ム
：
午
後

３
時
～

　

�
砂
中
の
宝
物
を
探
し
当
て
る

ゲ
ー
ム　

豪
華
景
品
あ
り

●
夕
涼
み
コ
ン
サ
ー
ト
：

　

午
後
５
時
～
午
後
８
時

　

海
を
バ
ッ
ク
に
幻
想
的
な
舞
台

●
打
上
げ
花
火
：
午
後
８
時
～

●
屋
台
村
：
午
前
10
時
～
午
後
８
時

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：

　

�

一
般
社
団
法
人�

志
布
志
市
観

光
特
産
品
協
会

　

℡
：
４
７
２
‐
８
０
２
８

広
告

山尾  徳香さん（出水中）

広
告



編集・発行　志布志市役所総務課　E-mail=info@city.shibushi.lg.jp　URL=http://www.city.shibushi.lg.jp
　　　　　　〒 899-7492　鹿児島県志布志市有明町野井倉 1756 番地　℡ 099-474-1111　Fax 099-474-2281

　　　　　８月・９月　志布志市くらしのカレンダー ９月号は９月 12 日に発行予定です。
8 / 12 月 日本脳炎2期予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）　　　　

13 火 夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会（5:50～7:00 志布志市運動公園陸上競技場）
14 水 母子手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）
15 木
16 金 １歳６ケ月児健康診査／麻疹風疹Ⅰ期予防接種（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
17 土
18 日
19 月

20 火
　法律相談（13：00～15：00 志布志支所５Ｆ会議室）※1

１歳児歯科相談（9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター）　
育児相談（10:30～12:00 やっちくふれあいセンター) 

21 水 母子手帳交付（13:30～16:30本庁保健課窓口）

22 木 　年金移動相談所（10：00～15：00 老人福祉センター松山）※2

２歳６ケ月児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
23 金
24 土
25 日
26 月

27 火
日本脳炎2期予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）
１歳児歯科相談（9:30～10:00受付 宇都鼻研修センター）
育児相談（10:30～12:00 宇都鼻研修センター）

28 水 母子手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）
3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

29 木 5歳児歯科検診（13:00～13:30受付　健康ふれあいプラザ）
30 金 日本脳炎2期予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）
31 土

9 / 1 日
2 月

3 火 　法律相談（13:00～15:00 本庁３Ｆ会議室）※3

女性がん検診（有明地区）※4

4 水 母子手帳交付（13:30～16:30本庁保健課窓口）
女性がん検診（有明地区）※4

5 木

　特設人権相談（志布志支所５階会議室 10:00～15:00）
育児学級(9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター)
育児相談(10:30～12:00 やっちくふれあいセンター）
女性がん検診（有明地区）※4

6 金 女性がん検診（有明地区）※4

7 土
8 日 両親学級（9:20～9:30受付 はぐくみランド）
9 月

10 火

11 水
母子手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）
乳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
肺がん検診（松山地区）※4

12 木
育児学級（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談(10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）
肺がん検診（松山地区）※4

13 金 肺がん検診（松山地区）※4

14 土
15 日

※ 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※１ 法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課　℡ 472-1111（内線 352）までご連絡ください。
※２ 年金移動相談は事前予約制になります。松山支所市民課　℡ 487-2111（内線 226）までご連絡ください。
※３ 法律相談は事前予約制になります。本庁総務課文書法制係　℡ 474-1111（内線 224）までご連絡ください。
※４ 場所・時間の詳細は、対象者に配布される受診票をご覧になるか、本庁保健対策係にお問い合わせください。
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